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　当財団は昭和 44 年 12 月 12 日に設立されまし

た。以来 42 年間アジア諸国の孤児、母子、そし

て難民等の福祉のための援助、協力を行い民政

安定に寄与するとともに、日本と同地域間の友

好親善を強化することを目的に諸事業を遂行し

てまいりました。

　この間、外務省はじめ国や地方団体、さらに

民間の多くの関係者の方々からご支援とご協力

をいただき、円滑に運営できてまいりましたこ

とを心から感謝申し上げます。

　昭和４０年当時、インドシナ半島を旅行して

帰国された元衆議院議長の松田竹千代先生は「南

ヴェトナムには戦争で親を失った孤児がたくさ

んいる。悲惨な状況だ。われわれも何らかの役

割を果たすべきではないだろうか」と訴えられ

ました。このことが契機となって、国会議員の

歳費から一定期間所定の金額を拠出して財団法

人が設立されたのでした。

　続いて財団の活動の方向を探るため財団関係

者によって南ヴェトナムの現地視察が実施され

ました。その結論として、孤児のための入所施

設をつくり、そこで職業訓練を行い技術を身に

つけさせて自立できるようにすることが決まっ

たのであります。そして当財団が南ヴェトナム

政府や日本の外務省の協力を得て、当時のサイ

ゴン市（現ホー・チ・ミン市）郊外・ビエンホ

アの地に戦争孤児のため職業訓練施設をつくり
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MESSAGE
FROM THE CHAIRMAN

昭和４８年９月からその運営にあたることにな

りました。

　けれども始業２年目にして南ヴェトナム政府

は崩壊し、同施設は北ヴェトナム軍によって接

収され、傷病兵の収容施設としてもちいられた

ようでした。そこで当時の奥野誠亮理事長は次

の対応策を練るため、財団事務局長をともなっ

て東南アジアの視察に向かい、さらにタイの難

民キャンプを訪れました。

　そうして得た結論は、さしあたりの活動とし

て新たにアジア諸国の福祉や教育のための助成、

またアジア各国で福祉に携わる方々をわが国に

招聘する事業の開始でありました。福祉関係者

の招聘事業は昭和５３年１０月にタイの一行６

名が初来日して以来、今日では１７ヶ国を対象

に年３回実施しており、累計１４００名あまり

が本事業によって来日しております。

　来日した人たちには社会福祉についての研修

ばかりではなく、わが国の政治、歴史、文化、

伝統などの事情にも触れてもらう機会を設ける

など、日本の国柄に対する理解を深められるよ

う配意しております。財団の力には限りがあり、

来日する人は福祉関係者に限定しているわけで

すが、個別にみればたとえささやかな事業であっ

ても長く続けることによって一定の成果が上

がっているものと考えております。

　昭和５３年２月、衆議院予算委員会において

奥野理事長（当時）は園田直外務大臣に対し

「日本に逃れてきたインドシナ難民に対し、同

じアジアの国民としてなんだかの保護の手を差

し伸べるべきではないか。さしあたって定住を

認めるべきではないか」と主張されました。こ

のことが契機となり日本政府はインドシナ難民

のわが国への定住受入れを閣議了解によって

決定、その保護、救援事業を当財団に委託、昭

和５４年１１月、当財団に難民事業本部が設置



3

されました。その後わが国に定住した難民は

１万１０００名あまりになり、それぞれ自立し

地域社会や企業に於いて有為な人材として安定

した生活を得ております。

　インドシナ戦争の終結から約４０年が経過し、

同地域の政情も安定したことからインドシナか

らの新たな難民の受入れは平成１８年３月を

もって終了しました。一方、難民条約にもとづ

き法務大臣が難民と認定した人たち、いわゆる

条約難民についても平成１５年度から定住支援

が講じられております。

　さらに平成２０年１２月に日本政府がアント

ニオ・グテーレス国連難民高等弁務官からの要

請にもとづき第三国定住の要請を受け入れを決

定しました。昨年から３ヶ年、パイロット事業

としてタイのメーラキャンプに滞在するミャン

マー難民（カレン族）がわが国に定住すること

になっています。すでに昨年９月にその第１陣

５家族２７名のミャンマー難民が来日、第２陣

が本年９月に４家族１８名来日、当財団ＲＨＱ

支援センターで６ヶ月間、日本語学習や生活適

応訓練などの研修に励んでおります。

　アジア地域においては中国やインドの台頭は

言うまでもなく、多くの国が成長を遂げていま

す。反面、わが国が属する東アジア情勢は世界

の人たちからみればもっとも危険な地域でもあ

ります。アジア情勢は激動していることを視野

におきつつ、これからの財団の事業の進展を期

してゆきたいと考えております。

　国益や人権と関わりの深い事業を実施して

いるということを念頭におきつつ、業務のよ

り一層の充実に励んでまいりたいと決意を新

たにしておりますので、これからもより一層

のご指導ご鞭撻を賜りますようよろしくお願

いいたします。
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（１）難民問題と危機管理
ボート・ピープルを嚆矢として

　ベトナム戦争後ボート・ピープルが日本にやって来

ました。その頃難民受入れの条件を世界中の国々が緩

和していました。アメリカは特にそうでした。

　ところが日本の初期対応はよくありませんでした。

通信傍受していると沖縄あたりでは、誘導したり威嚇

したりしてほかの国、ほかの国へと追いやるのです。そ

れでもどんどん沖縄にやって来ます。ボート・ピープル

は小舟にぎっしり詰まって飢えと渇きで動けない。し

かもほとんど海没してしまって日本に辿り着けたボー

ト・ピープルは1 割ぐらいだったのです。

　私は当時の国際情勢からみて、日本はベトナムから

のボート・ピープルを助けるべきだ、と思っていまし

た。アメリカが一生懸命やっていたけれども、サミット

国の中で日本がベトナムに一番近い国ですから、引き

取るべきだと考えていたのです。しかし政府の方針で

「うちは入国管理が厳しくて駄目だ」というわけです。

難破している舟を海上で見つけたら救助す

るのが船乗りです。海上保安官だってそう

したいのだけれど、鹿児島あたりにやって

来ると追っぱらってしまう。それで結局長

崎の五島列島あたりに辿り着いてしまっ

た。さて、上陸させるのかさせないのか。

　そこで、大村の飛行場の端っこに難民の

収容施設をつくりました。その数
かず

、数百人に

のぼりました。私は人道上の観点、ベトナム

戦争への協力の在り方などを勘案し、しか

もやって来たボート・ピープルの人たちは軍人だっ

たり官吏だったり体制派の人たちだから日本が面倒

をみるべきだと内閣でワーワー言ったのです。それで

も政府はアメリカ、韓国、台湾と交渉し、そっちへ割り

振ってしまう、アメリカは随分多く引き取りました。

日本は非常に少なくて、特別入国させたのが100 人前

後だったかな。その数十倍をアメリカに追いやったの

です。

　私はそれはよくない、と思いました。一国平和主義は

よくないし、当時日本は経済的には世界第2 位といわれ

た時でしたから、難民に対する思いやりという点でも

とても辛かったのを覚えています。

【編者註】

　こうした状況を心配した当時の奥野誠亮理事長が衆

議院予算委員会における園田外務大臣への質問という

形で「日本もアジアの一員であり、政府自らが人道的

視点に立ち、1 年でも2 年でも、永住とはいわない、定

わが国における危機管理の在り方

元内閣官房
内閣安全保障室長

佐々　淳行
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住でよいから政治的迫害を受け祖国から脱出してきた

難民の入国を認め、その間の保護措置をとるべきでは

ないか」と主張した。同外務大臣も理解を示し、奥野理

事長の国会での発言が契機となって昭和53 年4 月、閣

議了解に基づいてベトナム難民の日本定住が認められ

た。さらに翌54 年には内戦の続くラオス、カンボジアと

3 ヵ国の難民に対象が拡大された。既に日本に在留して

いたインドシナ出身元留学生などの定住も認められ、

定住枠は500人となり、その後10,000人に拡大された。

難民対策室を設置

　難民を受け入れることになって、総理府に難民対策

室が設けられました。そしてある日、私が初代の室長を

つとめた安全保障室が総理府の4 階にできました。その

場所は内閣調査室もあり言うなればＣＩＡとＦＢＩが

同居しているようなところです。だからセキュアード

エリア（註　保安区域）、リストリクテッドエリア（註

機密区域）です。

　ある土曜日の午後、私が少し遅くまで仕事をしてい

て帰ろうとしたら、総理府のエレベーターにモップと

バケツを持ったアジア系の外国人がいっぱい乗ってい

るのです。何だろうと思ったらベトナム難民でした。政

府がベトナム難民に仕事を与えるということだったの

です。仕事を与えることはとてもいいことなんだけれ

ども、よりによって国の情報・治安機関の中枢である総

理府ビルの掃除を鍵を持たせてさせていたのです。

　当時、内閣官房長官は小渕さんでした。私は小渕さん

に「ここはセキュリティーの中心ですから、土曜、日曜

に鍵を持って入って来られては困るのです」と言いま

した。「それはいかん」とその時小渕さんは怒りました

が、暫くして小渕さんに呼ばれて行ったら「総理府と

しては率先垂範、自分のところで難民に任務を与えて

各省を納得させる。どこも引き受け手がないんだ。当直

を増やして監視してくれ」と。「セキュリティー上問題

があるなら要員を差し出せ」では世界中の人が聞いた

ら笑います。

　それから日本人は混血を嫌っている、ということ。私

は香港に3 年勤務し、ベトナム戦争で最後の徹底抗戦

の時にはサイゴンにいました。辛抱強さ体力、気力にお

いてベトナム人に敵う国民は東南アジアにはありま

せん。アメリカとあれだけ戦っているのですから私は

ベトナム人を尊敬していました。だから「ベトナム人

の血を入れたら日本はよくなるよ」と暴言を吐いたこ

とがあります。人道上も外交政策上も難民を受け入れ

るべきだ、というのが私の考え方でした。それに日本

は既に少子化が始まっていました。このままでは30 年

後日本人口はみじめなことになってしまう。混血をつ

くっておかなければいけないのではないか、というよ

うなことも言いました。これは奥野さんなどの主張と

ちょっと違うと思いますが。

日本の安全のために

　東アジアにおける日本の安全保障は白と黒とのオセ

ロゲームである、と私は主張していました。日本を白と

しますと韓国は黒、台湾は白です。中国、ソ連も黒だろ

うしフィリピンも戦時中の残虐行為があるから黒、シ

ンガポールも黒です。

　ところが仏印３国は灰色なんです。タイは白、ミャン

マーは今難しいことになっているけれども白。インド

も白です。だから仏印3 国の面倒を見ることによって、

日本の味方につけ、それがわが国孤立という状況から

脱却できる、と考えて私は人道支援を自分で実施した
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わけです。この3 国を「白にしよう、白にしよう」との思

いで、ＪＩＲＡＣ（日本国際救援行動委員会）というボ

ランティア団体をつくり、老人ホームや孤児院の援助

をするため23 回カンボジアに行きました。

　戦時中フランスのヴィシー政府は1945 年3 月ぐらい

までもっていました。しかしヒトラーが死んで崩壊し、

仏印では今村均将軍が軍政を布きます。この今村均と

いう人が立派な人で、現地の自主性、宗教、言葉、これら

に全く手をつけず、善政を布いたのです。だからベトナ

ム、ラオス、カンボジアは親日なのです。ベトナム戦争

のことは別として。

　「できればシベリアを白にしてしまいましょう」と、

ゴルバチョフがクーデターで倒れエリツィンが大統領

になったとき、私はＪＩＲＡＣの活動で気温零下40 度

のシベリアへ9 回行きました。当時外務大臣の羽田さん

がヨーロッパ担当で5,000 万ドル、私がシベリア、ロシア

を5,000 万ドルで担当しました。援助をしてうまく行く

とシベリアは白ロシアになる。

　そうなればＩＣＢＭ（大陸間弾道ミサイル）も日本

に届かない。シベリアを中立的な白ロシアにすれば非

軍事的地域となりわが国の安全保障にとってすごく都

合がよいのです。

外国人参政権と難民

　これから大難民がやって来るとするなら、北朝鮮か

らです。何か事が起こったら何十万という単位でボー

ト・ピープルが来ます、潮に乗っていれば着いてしまう

のですから。

　そういう事態が起こった場合、治安、防衛、外交の柱

が一本も立っていない民主党内閣はどうするのか。日

本は早く難民対策を国家危機管理として講じておかな

いと大変なことになります。しかも難民とはいっても

下手をすると武器を持ってくるかも知れない。日本に

上陸した者の中に武装した者がいたらどうするのです

か。海防艦が一隻来れば侵略です。

　しかも民主党は外国人参政権付与といっています。

住民投票などされたら大変です。

　現に対馬は危なくなっています。こういう状況下で

地方参政権といって政治参加させ、次に民意を問おう

ということになると、「韓国に所属するのと、日本にい

るのとどちらがいいか」というときに下手をすると負

けてしまいます。すると住民の意思によって対馬は

そっくりそのまま向こうに行ってしまうのです。

　また、そういうことはなかったことになっています

が玄葉光一郎氏が「尖閣は中国にさしあげましょう」

と言ったという記事が週刊誌に出ました。冗談じゃな

い、外務大臣の発言とは思えません。こういう流れの中

で難民対策と移民を増やそうということを混同すると

JIRACのカンボジアでの活動（写真右団体旗を掲げる筆者）

JIRACのシベリアでの活動（写真中央筆者）
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属国化になってしまうのです。

　1895 年、日清戦争に勝利して日本は清国の朝貢国か

ら外れました。だから下関条約というのが素晴らしい

のです。そのおかげで琉球王国が外れ、李王朝の朝鮮が

外れ、安南がはずれました。この4 民族を解放したのが

日清戦争だということをどうしていわないのでしょう

か。日清戦争は侵略戦争ではありません。「台湾は化外

の民が住むわが国の行政区域ではない」と李鴻章自身

が言っているのですから。「化外の民」ではなく、「蛮地」

だと言ったのでしょう。

　そういう歴史をちゃんと教えないから移民政策と難

民政策と参政権問題を混同させるのです。これは非常

に危ない。難民の身分は外国人なんです。永住させても

いいが、条件をつけて外国人登録法に則って扱わなけ

ればいけません。選挙権などはもってのほか。これはき

ちんとしなければなりません。

　その代わり難民、特に戦災難民は保護する義務があ

ります。

（２）震災から学ぶ危機管理
農耕民族と狩猟民族の違い

　日本民族というのは基本的には農耕民族です。そし

て平和愛好国です。源平合戦など内戦みたいなものが

あったけれども、それは士農工商の「士」同士の戦いで

あり、外敵と戦ったことがありませんでした。

　1600 年、関ヶ原の天下分け目の戦いで徳川が勝ち260

年間の鎖国政策で国内的にはそれなりに平和裏に文化

が成長してゆきました。その間最大の敵は災害で、これ

は間断なくやられてきたわけです。それをきちんと学

ばず、津波に遭ってもまた木と草の家を造って60 年後

にまた流される、それを繰り返してきました。270 年間

外敵との戦争がなかったことが、日本を危機管理に向

かない国にしてしまったのです。

　農耕民族の指導者の選び方も欧米の狩猟民族とは

はっきり違います。部族の長たる者は強くなければな

らない、だから壮年が天下を取ります。

　狩猟は分業ですから、マンモスの目玉を狙う者と心

臓を狙う者と斧でアキレス鍵を切る者というように任

務が異なるのです。ある意味では部族を挙げた総力戦

です。情報に長けていなければなりませんし、決断力が

ないと駄目です。そして本人が勇気を持ってなければ

なりません。

　獲物を倒すとライオンズ・シェアといって、族長が一

番いいところを真っ先にとって、功労に応じて分配し

ます。けれども社会福祉的に女性、子供、老人にも必ず

分けてやる、これが欧米狩猟民族国家の特徴です。

　また、肉は保存がききません。だから常に新しいマン

モスを追いかけてます。その代わり貯蔵はしない、みん

な食べてしまう。そしてマンモスを取り損ねるとその

首長は殺されるか追放される、政権交代があるわけで

す。欧米の二大政党制というのはこの典型です。

　日本には二大政党制は向きません。なぜなら狩猟民

族とは責任の取り方が違い、農耕民族では長老政治が

行われ、村長になるものは大抵老人です。調整力に優れ

ていて、八面玲瓏、敵のいない者を選んで、皆んなが納

得するまで会議をやって、大きな災害が起こると「お

天道様がわるいんだ」で通ってしまう。誰も責任をとら

ない、連帯共同無責任体制です。

　阪神淡路大震災のときの国土庁がそうです。人智人力

及ばざるところの天災地変「運が悪いんだ」と、一人も辞

めていません。今回の震災だって一人も辞めてない。人災

の部分はあるのですが、それでも誰も責任をとりません。
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　穀類は備蓄が可能です。貯めておいて翌年不作だっ

たら野草と混ぜてお粥にして食いつなぐ。そして次の

豊作を待つ。だから日本民族は貯蓄癖があるのです。今

個人預金1,440 兆円も貯めていますが、60％が60 歳以上

のひとの貯金です。その上にあぐらをかいているので

す。あと3 年ばかり財政出動ばかりやっていたら、日本

は間違いなくギリシャ化します。

　「出る杭は打たれる」から他の人がしないことはやら

ない。お互いに見ていて、暗黙の合意でみんなが納得し

たことを世界に遅れてやるわけです。出てくる政治家

が八方美人というか「みんなで渡れば怖くない」にな

る。だから悪い情報を嫌います。悪い情報を嫌うリー

ダーは狩猟民族の指導者にはなれません。

　それから入った情報による決断ができない。決断す

るということは必ず責任問題を伴いますから。今の日

本のように責任が何処にもない国はありません。円高・

ドル安で日銀の誰か辞めましたか。

災害と法整備

　今回の東日本大震災についても、同じ感覚でした。危

機を予測すると「おまえが余計なことをいうから、折

角眠っていた言霊の神様が思い出してやるのだ」とい

われる。つまり「自然災害というのはどうにもならな

いのだ」こういう感覚が災害対策基本法の中にもある

のです。

　制度にしても同じです。災害はもともと国土庁の所

管でした。経済官庁ですから危機と闘う能力を備えて

いない500 人の役所です。秋の風水害が終わると予備費

3,500 億円をどの県に幾ら配ろうか、ということをやっ

ていた復旧官庁なんです。復興ではなく復旧。全額補償

できないから全然足りないに決まっています。これを

自民党政権のもとでは何十年とやっていたわけです。

　アメリカでは、災害に対してはＦＥＭＡ（Federal 

Emergency Management Agency 連邦緊急事態管理

庁）という組織があります。これは1963 年のキューバ危

機の際、アメリカで原爆戦争からの国民保護目的とし

て発足しました。原爆戦争がなくなり、その後は災害対

策、テロ対策の組織となって立派に機能しています。私

はこのような組織を「日本でもつくれ」と主張してい

ましたが、結局実現しませんでした。2001 年の9･11 テ

ロの時、石原慎太郎都知事と私はワシントンにおり、米

国の危機管理を目の当たりにしましたから、帰国後直

ちに小泉総理、福田官房長官、あのときは官房副長官が

安倍さんでしたが「すぐＦＥＭＡをつくりましょう。

そうでないと何かの時に各省縦割りになって対策が

遅れますよ」と進言しました。しかし「それは駄目だ」

といわれて、石原知事が激怒し「首都圏ＦＥＭＡ」をつ

くったのです。

　彼が考えたのは東京、神奈川、埼玉、千葉の４都県、横

浜、川崎、さいたま、千葉の4政令指定都市の8都県市（現

在は相模原が加わり9 都県市）が、災害対策基本法で定

める地方自治体の相互扶助協定の運用を強力にして、

何か重大な事件、事故、災害があったときは広域行政の

ように権限を集約させようと合意しました。

　3,200 万人、国民の4 分の1 がこの地域に住み、警察官8

万人、自衛隊員1 万5,000 人、消防官が1 万5,000 人全部で

11 万人の実力部隊を一人の知事に預けるようにしたの

です。

　英語に"We will take the devil we know over 

the devil we don't" （我々は知らない悪魔より知ってい

る悪魔を選ぶ）という言葉があります。農耕民族である

日本民族というのは、まさにこれです。関東大震災のと
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き、軍隊、特に陸軍が破壊消防をやり強制に近い疎開を

行いました。やらざるを得なかったのですが、それに対

する反発で、戦後は各自治体がそれぞれに対策をとる

ことになりました。だから1961 年にできた災害対策基

本法では、市町村長が第1 次責任者です。

　当時はまだ、原子力発電は行われていませんでした。

被災範囲がちょっと広域になったら知事にやらせる。

知事でもやれなくなったら閣僚のひとりにやらせる。

要するに災害と立ち向かって、減災―災害の損害を小

さくするという戦い―の考え方はなく、皆んな嵐が終

わるのを待っている。終わってから復興の金を要求す

る、といった方式でした。だから村役場ごと流されてし

まったら手の打ちようがありません。

安全保障会議と災害

　これではいけないというので、1986 年、休眠化してい

た国防会議設置法を改正して「安全保障会議設置法」

を制定したのです。当時全省庁、自民党の中からも反対

が多かった。それから野党、マスコミの批判。それでも

中曽根総理、後藤田官房長官は内閣総理大臣が指揮す

る安全保障会議というのをつくったのです。国家公安

委員長、消防庁長官、海上保安庁長官など実力部隊を集

めて担当大臣を官房長官にしました。

　ミグ25 事件、大韓航空機撃墜事件、大韓航空機爆破事

件、ダッカ空港ハイジャック事件などの大事件、事故な

どの際に担当大臣が明確ではなく、誰も責任を持たな

いという体制ではいけないという発想です。つまり「国

家の危機管理」という概念をここでつくったのです。そ

うした事件に加えて大規模地震の際の治安問題、人命

の危険を伴う大災害も対象とされました。当時、そこに

原子力災害を入れるかどうか大論争があったのです

が、結果的にいうと原子力は外されてしまいました。

　地方自治体に任せる災害対策基本法、それは使わざ

るをえないけれども、安全保障会議と両方でやりなさ

い、伴走させましょうという形で対処したのが、大島三

原山噴火のときです。安全保障会議設置法が1986 年7 月

1 日にできて、その4 ヶ月後11 月21 日に発生しました。

　大島三原山の噴火によって1 万人の島民と3,000 人の

観光客の命が危険にさらされました。ＮＨＫは街に溶

岩が迫って来る模様を中継しているというのに、国土

庁は会議につぐ会議をしていました。

　内閣安全保障室長だった私は、「何の会議だ、議題をと

れ」と命じると、災害の名称を何にするか、元号を使うか

西暦を使うか、臨時閣議を招集するか持ち回り閣議でや

るか、そんなことばかりやっていたのです。溶岩は百数

十メートルのところまでやって来ているんです。それで

後藤田さんが「われわれで（註　内閣）やらないと1 万

3,000 人が死んでしまう」といったのです。中曽根さんは

「全責任を持つから、さっさとやれ」と。安全保障会議設

置法はできているけれども使ったことがない。「その第1

号でいきましょう」と私がやったわけです。

　自衛隊の砕氷船「しらせ」や夏場しか動かない東海

汽船のフェリーを動員しました。海上保安庁は管区に

1986年、第3次中曽根内閣で初代の内閣官房内閣安全保障室長に
就任し、中曽根、竹下、宇野3名の内閣総理大臣に仕えた。
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かかわらず全部行け、ということで、官民合わせて約40

隻を使って午前4 時までに全員救出したのです。東京都

も小学校からＹＭＣＡまで被災者の避難所を用意しまし

た。これは当時の鈴木都知事、横田副知事のお手柄です。

　中曽根、後藤田、鈴木各氏は旧内務省の出身で、「護民

官」という精神をたたき込まれているから、こういうと

きには「民を守るのだ」とみんな目が輝く。これが本当

の危機管理なんです。「政治主導」とはこういうものな

のです。

【編者註】　大島三原山噴火の際、鈴木都知事から奥野

理事長への要請によって、1986 年11 月26 日、当財団

が運営する品川の国際救援センターに伊豆大島避難民

316 人が緊急避難した。

東日本大震災にみるリーダー像

　東日本大震災では「日本人のこころ」を語らなけれ

ばなりません。

　東日本大震災が起きたとき、私は帰宅困難者のひと

りになってしまいました。タクシーはないし、電話が通

じない。公共輸送機関は完全ストップ、私は（足が悪く）

歩けません。夜になって息子が車で助けに来てくれ「や

れやれ、これで家に帰れる」と思ったら、交通渋滞で全

然動けない。午前3 時に帰りました。

　しかし驚くなかれ、この大渋滞の間クラクションを

鳴らした者はひとりもいない。一回も鳴らなかった。

このガバナビリティー（被統治能力）の高さは凄い。

ニューヨークだったら大暴動です。

　被災地でも、緊急物資を譲り合って、しかも老幼婦女

子から先にと、若者が奪い合ったという話はありませ

ん。日本人のガバナビリティーの高さは世界から賞賛

されて、中国のメディアまでが、「中国人は、日本人の規

律正しさ、辛抱強さを学ぶべきだ」と褒めたのです。

　イギリスでも各新聞が讃えていましたが、イギリス

がそんなに日本を褒めたのは開闢以来、私が知ってい

る限り初めてのことです。何に感動したのか。

　自衛隊員が遺体を収容し、敬礼している写真があり

ました。実は、彼ら狩猟民族的な死体に対する感覚から

いうと、これは考えられないことなのです。死んでし

まった者は「物」ですからブルドーザーを使って片付

けるような対象です。自衛隊員が手で一人ひとり丁寧

に扱い、しかも敬礼までしているというので、ものすご

く評価が上がりました。救援にきた米空母「ロナルド・

レーガン」から被災地に飛んだパイロットたちも、冷静

な被災民たちを見て、日本人を尊敬して帰りました。こ

れは日本国の財産です。

　それから天皇制。昭和20 年8 月15 日、天皇が「武器

をおけ」と仰った途端、300 万日本兵は一発も撃たな

かったのです。厚木からの道中マッカーサーが、整然

とした状態で50 メートル置きぐらいに警察官が並ん

で警備しているのを見て「何か罠じゃないか、気を

つけろ」と言っていたら、それが日本人のガバナビリ

ティーだったのです。被統治性はこれぐらい優れてい

る。したがって統治者が誰になるかによってこの国は

変わってくる。

　一方で、東日本大震災の時のガバナンス（統治能力）

のほうは、恥ずべき欠落でした。あるアメリカの新聞に

「日本国民は可哀想だ」と書いてありました。日本人の

我慢強さ、礼儀正しさ、遵法精神、助け合いの精神、1 ヶ

月足らずで3,000 億円もの義援金が集まったこと。しか

しそれがすぐ被災者に渡らない。だから欧米式の危機

管理のノウハウを学んで指揮命令の仕方を学べばこの
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国は強くなります。

　クラウゼヴィッツの『戦争論』にこういう文章があ

ります。「1 頭のライオンが指揮する100 頭の羊は、1 頭

の羊が指揮する100 頭のライオンに勝つ」。

　今、国民に起こっている現象は「ライオン出てきて

くれ」という英雄待望論です。だから橋下徹さんや石原

慎太郎さんが当選するのです。ライオンというのは狩

猟民族のリーダーの要件なんです。今こそリーダー論

でいう欧米のリーダーシップ、危機管理を学んでほし

いと思います。

　終戦後、天皇陛下は憲法上行けなかった沖縄をのぞ

く1 都1 道2 府42 県を回られました。ソフト帽に眼鏡を

かけ、普通の三つ組で炭坑の底まで入って行くのです。

300 万人が戦死しているのですから恨みに思っている

者はいっぱいいるわけです。私たちは陛下が暗殺され

るのではないかと心配しました。

　ところが誰も陛下には手を出さないのです。それを

見ていて、「あの巡幸は偉かったな、天皇陛下は勇気が

あったな」と思いました。沖縄にもご自分が行けなく

なったら皇太子殿下（今上天皇）をやられました。ひめ

ゆりの塔で火炎瓶を投げられましたけれども皇太子殿

下も覚悟して行かれた。私は警備でずっとついていま

したので、偉いと思いました。

　今度の震災でも今上天皇がご自分で原稿を書いて

「私が国民にメッセージを読む」と仰ったのです。そし

てその放送中に臨時ニュースが入ってきた場合には、

メッセージを中断してニュースを優先するようにと指

示されているのです。

　何を仰るのだろうと、昭和天皇との比較で関心を

もって私は見ていました。そうしたらいきなり「自衛

隊」ということを仰いました。

　実は戦後、天皇陛下が「自衛隊」という名前に記者会

見で言及されたのは初めてです。しかも警察、消防、海

上保安庁、自衛隊という順番が今までの役人の順序で

す。それを陛下がご自分の判断で自衛隊を一番にされ

たのです。それで7 週間で11 カ所回られました。

　皇后陛下だってよろよろされている。お二人が支え

合って、一歩一歩踏みしめて回られたのを見て「これ

がＤＮＡなんだな」と思いました。

　「民の竈賑わいにけり」という精神が天皇家にはある

のです。

　本文は佐々淳行氏の口述に基づいて編集したものであり、
記述内容については編集者が責任を負います。

【略歴】
初代内閣安全保障室長
佐々 淳行(さっさ　あつゆき)
1930年12月11日生まれ。
1954年　東大法学部卒業
1954年　国家地方警察本部（現警察庁）入庁
1954年～1965年　警視庁、警察大学校（助教授）、大分県警、
　　　　　　　　埼玉県警、大阪府警、警察庁等に赴任
1965年　在香港日本国総領事館領事
1968年～1975年　警視庁・警察庁（警察庁・警視庁の調査・外事・
　　　　　　　　警備課長、 監察官などを歴任）
1975年　三重県警察本部長
1977年　警察庁刑事局参事官
1977年～1986年　防衛庁出向（防衛審議官、教育参事官、
　　　　　　　　人事教育局長、官房長、防衛施設庁長官を歴任）
1986年　内閣総理大臣官房・内閣安全保障室長
1989年　昭和天皇大喪の礼を最後に退官

《公職退官後の活動》
各省庁委員会の委員、ボランティア活動（JIRAC）、「危機管理」
思想の普及・啓蒙活動・政策提言、大学・各省庁研修機関での講師

《賞》
英国Ｃ・Ｂ・Ｅ勲章（Commander of the British Empire）、
米軍民間人功労賞（U.S. Military Outstanding Civilian Service 
Medarl）、ドイツ連邦殊勲十字章（Das Grosse Verdienst Kreuz 
des Verdienstordens der Bundesrepublik Deutschland）、
カンボジア復興殊勲賞（計５回）、第54回文藝春秋読者賞、
第48回菊池寛賞、勲二等旭日重光章、第22回正論大賞
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難民と共に学んだ 30 年　　　
－難民受入れと日本語教育の新しい取組み－

公益社団法人　
国際日本語普及協会
AJALT

西尾　珪子

　1978 年にインドシナ3 国（ベトナム、カンボジア、

ラオス）の難民の受入れが閣議了解で決定された時点

から、日本語教育の分野がどのように準備をし実施に

至ったか、そして今日までの30 年余をどのように活動

してきたかを、紙面の許す限り凝縮して記すこととす

る。特に本稿に於いては当初500 人を目途に受入れ人

数を考えた国が、20 年目には優に１万人を超え、さら

に現在はインドシナ難民のみならず、条約難民、第三

国定住難民へと対象も広くなっている。時代と共に変

化する難民の事情に積極的に対応し、時代に即して柔

軟な日本語教育を積み上げてきたその内容を、整理し

ておきたいと思う。

ｌ. 日本語教師が生活指導の課題に

　 取り組む
　日本語教育の関係者が先ずしたことは、難民が発生

した3 国についての近代史の復習であった。深く知れ

ば知るほど、それぞれの国の歴史が浮き彫りにされ、

クメール王国として長い歴史と文化を持

つカンボジアや、南北の国内対立から大国

を巻き込んだベトナムや、その後に独立国

となったラオスなど、それぞれに歴史が違

うと同時に難民流出の動機も決して同一

ではないことを頭に刻み込んだ。

　そして最も注意を払ったことは、各国の

公用語としている言語が3 国とも違い、そ

の3 国の難民に同一のカリキュラムで果たして教えら

れるのだろうかということである。既成の日本語教材

はベトナム語はともかく、カンボジア語、ラオス語は

無い。難民達は、学歴の高い人から学校経験のない人

までいる。日本語授業で通常媒介語となるべき英語、

あるいはフランス語が分かる人は1 割もいないこと

が判明した。当時の日本語教育では、日本語で日本語

を教えるいわゆる直接法が実施されていたが、媒介語

が全く無い教育を手がけているところは殆ど無いと

言ってよかった。

　やがて、国内の受入れ場所として、先ず関西の兵庫

県姫路に100 名収容できる宿泊所および教室、食堂等

が準備され、「姫路定住促進センター」が設置された。

続いて関東は３ヶ月後に神奈川県大和市に、150 名を

収容できる「大和定住促進センター」が建設された。

そして、先発の関西は大阪外国語大学の吉田弥寿夫教

授が姫路定住促進センターの開所直前に、後発の関東

は国際日本語普及協会AJALT の専務理事であった筆
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者( 西尾珪子）が、大和定住促進センター開所の３週間

前に、それぞれの責任者として参与の辞令を頂いた。

東の場合は西尾個人に辞令が出たものの、所属してい

る国際日本語普及協会AJALT の機能を可能な限り活

用させるという申し合わせがあった。

　この二つのセンターで行う難民が日本に定住す

るための研修プログラムは、次のように書面で示さ

れた。

①日常生活で最低限必要な会話能力及び標識案内等

　の言葉の読み取り能力をつけさせることを目標と

　する日本語教育。

②日本社会での生活習慣についての基本的な知識の

　習得を目指す生活指導。

③就職希望者については、公共職業安定所の協力のも

　と就職の斡旋等を行う。

《最初から漢字教育》

　①は当然日本語教師に与えられた任務であるが、通

常の文字教育では平仮名、片仮名から入り、漢字教育

はその後である。しかしここでは最初から標識案内等

の言葉の読み取りという項目が入っているために、生

活語彙の中でも「危機管理にともなうものが優先さ

れるべき」と捉え、読み方も書き方も難しいと言われ

ている漢字でも、生活に必要度が高いものならばすぐ

に教材にして、出口、入口、非常口に始まり危険、注意、

消化器などの言葉を入門段階から学習することにし

た。これは従来の日本語教科書には見られなかったこ

とであった。

《日本語教師が生活指導を担当》

　次に検討したことは、②の「日本社会での生活習慣

についての基本的な知識」であった。日常生活の諸事

に至るまでの教育が、果たして日本語教師の職務であ

るか、と言う事が暫く論議された。しかし、この内容は

細かく言えば防災は消防署、防犯は警察署、衛生は保

健所等の専門機関があるが、それを日常生活と位置づ

けて教育するためには日本語の理解が必須であると

いう結論から、日本語教師の役割に加えられた。もち

ろん様々な講義と実習を、例えば消防署、警察署、保健

所の担当者等に御願いし行ったが、正確な指導、綿密

な説明など、肝心なことになると専門用語が多くなか

なか理解できない。それもそのはず、それぞれの分野

の専門家は平素日本人に向けて説明はされるが、外国

人に対してどのような日本語なら分かりやすいのか

と言う程度が難しい。役所言葉も非常に多い。結局、生

活指導は日本語学習の難易度の分かる日本語教師の

役割に入ることになったのである。これは生活一般の

危機管理を含めて、難民への教育の学習項目として定

着し、数年後には様々な地域に生活する外国人への初

期教育の中心を占めるに至った。

生活指導食品工場見学
（集団行動・衛生指導他担当 筆者右寄り中央）

大和定住促進センター日本語教育 第一期生修了式（1980年）
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《学習時間の割出し》

　学習時間は当初は429 時間であった。これは当時の

標準的初級教材と言われた国際学友会の「正しい日本

語」の時間数から割り出されたのであるが、生活指導を

含めると時間が足りないことがわかり、572 時間に延長

された。それでも通常の生活場面に必要な日本語とな

ると、挨拶から自己紹介で家族のことなどを説明する

ことになり、やはり時間が足りない。今後日本国内の何

処で生活の場を得ても､生活に困らない言葉を速習で

きる教科書は無かったため、大和のセンターでは、急遽

日本語教師の手で、道を聞く表現、乗り物の切符購入な

ど、語彙表入りの簡単な表現集「日本の生活」を副教材

として作り上げた。近年、日本語教育界で話題となって

いる行動達成型の日本語導入（Can do Statements）の

最初の取り組みであったと言える。

　1990 年の入国管理法の改正以後、日本の地域に在住

する外国人への社会適応プログラムが、初期教材として

位置づけられるようになったことを考えると、この難民

受入れに伴う日本語教育の研究開発の意味は大きい。加

えて、それぞれの生活分野の専門家と連携する教育内容

に関して、言葉の専門家と市民生活の中の様々な専門家

が、連携して教材を作ると言う協働作業の突破口を作っ

たことも画期的な事柄であったと言えよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2. 第二言語教育JSL の実施
《JSL とJFL》

　全体のプログラムを通して、特に日本語教育関係

者が注目したのは、従来大学で行われていた「外国

語としての日本語教育」JFL (Japanese as a Foreign 

Language) が言語体系や構造に沿って文法、音声、

文字、というように学術的に段階を踏みながら教授

していく日本語指導方法であるのに対して、今回は

いわゆる第二言語教育、JSL（Japanese as a Second 

Language） を採択したことであった。なお、現在では

子ども対象の日本語教育のことをJSL と呼ぶ傾向が

あるが、当時は成人から子どもまでの領域において広

く使われた。

　そこで、移民先進国のESL（English as a Second 

Language） 教育の研究及び実施報告等を参考として、

早速両センターでは、JSL の学習項目、カリキュラム

を導入し、教師育成にも反映しようとした。そもそも

日本の場合、「生活のための日本語」を教えると言うこ

と自体が初めての国家的取り組みである。日本の生活

文化、外国人を地元に受け入れることに対する日本国

民の経験不足や異文化接触の少なさが取り沙汰され、

改めて実態を調査してからプログラムを編成し、試行

錯誤の授業実践を行った。東西の定住促進センターに

おけるこのチャレンジは、まさに手探りの実践研究で

あったと言える。しかし両センターの日本語教師は、

難民に限らず、日本の少子化や高齢化による労働力の

減少等に対して、渡日外国人が増え、日本社会で働き、

生活する日が近い将来必ず来ると言う展望を持つ人

が多く、やがて1983 年に東京の品川に設置された700

名収容できる国際救援センターでも行われたJSL 教

育が、いずれ日本社会が受け入れる外国人たちへの日

本語教育の手法として役に立つと信じ、真摯に「生活

のための日本語」の教育実践に取り組んだのである。

３. 日本語教育では後発であった

  　年少者教育に取り組む
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《学齢期の子どもたち》

　家族で来る難民の中には、日本の学校教育の年齢に

匹敵する児童・生徒がいた。この子どもたちは公立の

小中校で引受けることになっており、来日までにどの

ような経路で来ようとも、インドシナからの難民であ

る限り、児童・生徒の就学は保障された。しかし、実際

には過去の実情から学校体験が無く、又、学校もない

僻地に逃げていた者にとっては、年齢が学齢相当で

あっても規範通りに編入することは困難な子どもた

ちもいた。そこで、時には学年を下げる等できる限り

この機会を有効に使い、彼らが成長と共に日本の学校

に馴染むよう柔軟な対応を考えた。

　しかし、例え受入方法を柔軟にしても、現実には文

化や価値観の違いがあり、特に団体生活に慣れていな

い児童には、時間割、学習課目、それに付随するノート

や教具の扱いも､宿題も全く分からないこともしばし

ばあった。それは、長年、日本語のできる子どもを教育

してきている学校教員が、突然編入してくる異文化の

中で育った子どもに対する不慣れからくる問題もあ

り、子どもによっては非常に手も掛かり、特別扱いに

せざるを得ないこともあった。近年は日系人や他の外

国人たちによる集住都市もあり参考になる事例も増

えているが、現在も取り出し教育、国際学級、日本語ボ

ランティアによる放課後支援など、当初から編み出し

た方法を駆使して、日本の学校文化の理解や個々の支

援体制を受けられるように、なお日本語教師と学校の

教員双方の努力が続いている。

《日本で育つ2 世、3 世》

　特に近年、研究が急がれているのは、難民の2 世また

3 世の子どもたちの言語の問題である。日本で生まれ

育ち、日本の学校教育を受けるのであるから、日本語

は年齢なりに堪能になることが求められる。上の学校

に入るならばますます習熟しなければならない。しか

し総じて両親は仕事に忙しく、自分自身の日本語力を

延ばす余裕が無い。家族の中で言葉が違い、進学問題

や心の悩み等の話し合いが円滑に行かない場合が多

く見られる。

　このようなケースは、特に難民に限ったことではな

いが、近年、日本で成長する外国にルーツを持つ子ど

もたちの言語問題として深刻である。今後の21 世紀の

担い手である子どもたちの保護者を含めた支援が今、

改めて問われている。

RHQ支援センター第三国定住難民の授業風景（子どもクラス）

RHQ支援センター第三国定住難民の授業風景（成人クラス）
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４．実践研究の結果はすべて教材開発に
《国策としての教材開発》

　難民教育で特筆すべき事は、日本語教育を管理する

文化庁や、受入れ全体の責任を持つ( 財) アジア福祉

教育財団が、教材開発に積極的に力を注いだことであ

る。そして実践研究の成果を日本語教師の手により教

材化し、難民を支援しているボランティア団体にも配

布し、センター修了後の日本語教育の連続性に役立た

せる努力をしたことである。3 センターそれぞれが開

発した教材をこの紙面ですべて記述することはでき

ない。「3 カ国語別々の辞書」、「用例付語彙集」等共同開

発したものも、個別に開発したものも含めるとカタロ

グだけで一冊の本になるほどである。写真教材も、ビ

デオ教材も､最近ではインターネットで学べる教材も

ある。規模の大きいものとしては、前述の辞書のほか、

行動達成型の学習項目を「リソース型生活日本語」教

材作成のための素材としてAJALT の総力で収拾・整

理し、ウェブ上で広く全国に提供したものがある。こ

れらは大なり、小なり国策にもとづいた貴重な教材開

発であり、息長く使われている。

《終わりに》

　インドシナ難民の定住促進センターで始まった難

民受入れは、現在、場所も名称も新しくなったＲＨＱ

支援センターにおいて、条約難民、第三国定住難民へ

の研修として引き継がれている。30 年前にくらべれ

ば、日本は格段に国際化が進み、受入れる体制も整っ

て来ている。日本語教育も柔軟に変化し、研究も進ん

でいる。しかしすべての課題が解消したわけではな

い。事柄によっては30 年前と殆ど変わらずに未だに解

決を見ていないこともある。

　この30 年に成し得たこと、成し得なかったことを一

つひとつ掘り下げながら、難民受入れの日本語教育が

残したことを、少しでも多くの現場に情報提供してい

きたい。そして、今日より明日､明日より明後日へのさ

らなる発展と開発のために、日本語教育関係者はなお

一層の努力を続けて行く事を心に誓っている。

【略歴】
公益社団法人　国際日本語普及協会会長
西尾　珪子（にしお　けいこ）
1932年　東京原宿生まれ。
1955年　学習院大学文学部国語国文学科卒業
1955年～58年（財）国際文化会館勤務、外国の学者と日本の学者の
交流の仕事に携わる。この間に海外の日本学者たちの日本語に触
れ、日本語教育の研究を始める
1970年　日本語教育研究会西尾グル－プ（現協会の前身）を主宰
1976年～81年　東海大学の非常勤講師として留学生への日本語
教育
1977年　（社）国際日本語普及協会の名称で文部省より法人認可
を得 て現在の協会を設立、専務理事に就任。1996年より理事長
2010年　内閣府より移行公益認定を受け、(公社)国際日本語普及
協会を設立、初代理事長に就任。2011年より会長
1981年～　(1)学習者の対象別コースデザインの研究を行い、ビ
ジネスマン、外交官、日本学者、海外より日本に赴任する外国人社
員、難民、技術研修生、日系人労働者、留学生、日本人の配偶者とし
て来日する外国人婦人、上記に記述の家族として滞日する子供た
ち等々に対する日本語教育内容の研究開発と実践
(2)上記日本語教育を実施出来る日本語教師の養成をはじめ、日本
全国の地域日本語支援ボランティアの育成
(3)対象別日本語教育に対応出来る教科書、教材の開発と製作

《主たる公職》
（財）言語教育振興財団　評議員　日本語教育小委員会　代表
（財）日本語教育振興協会 理事
（財）アジア福祉教育財団難民事業本部　日本語教育参与

《賞》
エイボン女性教育賞受賞、文部科学大臣表彰、東京都港区長表彰、
勳三等瑞宝章受章



アジア諸国社会福祉関係者招聘事業
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（財）アジア福祉教育財団  事務局長 石 崎 茂 生

真の国際理解に必要なこと
33年目のアジア諸国社会福祉関係者招聘事業

奈良県庁を表敬訪問
（カンボジア、ラオス、モンゴル、タイの団員）

　今年の招聘事業は当初春２回、秋１回実施する
予定でした。しかし 3月 11日に発生した東日本大
震災、特に福島の原発事故の放射能被爆を懸念し
た韓国から「参加を見合わせたい」との意思表示
がありました。第１回に予定していた台湾を除く
他の国からも心配の声が届けられたので、外務省
の意見を伺ったうえで、やむなく第１回目の招聘

（4月 6日～ 13日）韓国、シンガポール、台湾、ベ
トナムは秋に順延いたしました。
　お招きするのは福祉の仕事に従事する人たちで
すので、むしろ被災直後に日本人が懸命に協力し
合っている姿や被災者たちの秩序ある行動を間近
でみてもらうことにこそ意義があると考え、最後

まで在京大使館に当方の姿勢
を伝えるなど予定通り実施で
きるよう努めました。しかし
被招聘国側から参加に否定的
な考えが確定的になり、繰り
延べを決めたのです。
　その後、5月 25日から 6月
1日までインド、インドネシ
ア、マレーシア、フィリピン
の 4カ国、9月 28日から 10月
5日までカンボジア、ラオス、
モンゴル、タイの 4カ国が予

定通り来日。延期した国々は 11月 9日から 16日ま
で実施しましたが、再び韓国が不参加の意向で
したので、代わりにスリランカを招いて実施し
ました。
　大震災後でしたので従来のプログラムに加え、
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東京臨海広域防災公園にある有明防災センターの
見学などを研修に加えました。内閣府の政策統括
官付災害応急対策担当の高野参事官補佐には土曜
日返上で財団の研修にご協力をいただき、団員か
らも施設の立派さとともに行き届いた説明に讃辞
の声が上がっていたことを特筆しておきたいと思
います。

　私たちが福祉の研修の際心がけていることはま
ず、わが国の福祉政策やシステムが必ずしも相手
国にとって最善のものではないということです。
福祉はその国のおかれた状況に応じて在り方が異
なるものです。とりわけ歴史、伝統、文化、宗教
観によって求められるものは異なります。一言で
いえば国柄、国民性によって福祉に対する概念が
全然違うといっていいでしょう。
　もともと福祉は広がりがある分野であり、高齢
者福祉、障害者福祉などに限られるものではあり
ません。広義では罪を犯した人の更正保護の仕事
や当財団が手がける難民事業なども福祉の中に含
まれると言えます。社会や経済の成熟度によって
期待される政策も大違いだと思います。
　ただ、日本では少子高齢化の影響がどのような
形で現れているのかとか、年金財政や健康保険財
政をめぐる問題、たとえば年金は積立方式がよい
のか賦課方式がよいのかといった議論、わが国の
国庫補助制度の仕組みなどには共通の関心がある
ようです。
　先述のように福祉には歴史、伝統、文化、宗教
といった背景があります。そこで日本のそれらに
少しでも接してもらえるよう力点をおいていま
す。時には天皇制とか神社神道とはどういうもの
なのか、俄に理解することは難しいにしても興味
を喚起することが重要と考えます。
　一方それだけで良いのか、招聘事業を実施する
側の私たちは他国を理解するためどれほどの努力
をしているのでしょうか。

　南西アジアなどの国とは日々の生活習慣にも随
分隔たりがあります。事務方が苦労するのはイス
ラム諸国の団員に対する食事の問題です。これは
コーランで禁じられているものは食べられない、
それは希望通りにしなければなりません。ホテル

は心得があるようですが他の場所ではなかなか大
変です。しかし「大変だ」で済ませてはいけない。
何故イスラムでは豚肉を食することを禁じたの
か、これはお世話をする側として必須の知識です。
　数年前のことですが、イスラム教の国の招聘が
ラマダンの時期に重なってしまったことがありま
す。この時期イスラム教では昼間は断食をします
から研修のプログラムに支障が出てしまいます。
その反省からイスラムの国はラマダンの時期を外
して招聘することにしました。私は財団の職員に

「ラマダンというのは何月に行われるのか」と尋
ねました。その答えは「年によって異なるので何
月とは断定できない。毎年調べる必要がある」と
のことでした。しかしこの答えは必ずしも正解で
はないことを私はあとで知ることになります。
　私が読んだイスラム教の入門書には「イスラム
では一日のサイクルは太陽で、一年のサイクルは
月で刻む」とありました。イスラムではヒジュラ
歴（モハメッドが聖遷「ヒジュラ」を達成した年
西暦 622年）という大陰暦が用いられ、ひと月が
29.5日となるため一年が太陽暦より 11日短くな
る。このためヒジュラ歴では月と季節が毎年少し
ずつずれてゆくのです。
　日本でもかつて大陰暦（旧暦）を用いていまし
たが、季節と月のずれを修正するため数年に一
度閏月を設けていました。ところが「ヒジュラ歴
は純大陰暦で修正は行わない。日本では旧暦で
も正月は冬と決まっているが、イスラムの暦で
は 1月は冬のこともあれば夏のこともある」とい
うのです。
　断食を行うラマダンは第 9月と決められていま
す。だから太陽暦を用いる日本人からみればラマ
ダンの時期は年によって異なるけれども、イスラ
ム教徒にとっては毎年決まった月に行われている
のです。
　こうしたイスラム人たちの基本の営みについ
て、私たちはよく知りません。いや、あまり知ろ
うとしていない。それでいて天皇制や神社神道を
語ろうとするのはいささか傲慢なのではないか、
と忸怩たる思いがいたします。胸襟を開くという
のは相手のことをよく受け入れるということでは
ないか、ＩＴでも双方向通信の時代だけにそんな
自省の念を禁じえません。
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アジア諸国社会福祉関係者招聘事業
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インド大使館　臨時代理大使
Mr. Sanjay Panda

　アジア福祉教育財団の綿貫理事長をはじめ、事務
局長、役員、職員の皆様、また各国福祉関係者訪日
団の皆様、各国大使館の皆様、並びにご臨席の皆様、
こんばんは。
　今回、インド、インドネシア、マレーシア、フィ
リピンから社会福祉関係者をお招きいただいており
ますこのアジア福祉教育財団のプログラムの歓迎レ
セプションに私もご招待いただきまして、非常に光
栄に思います。
　先ほど理事長のお言葉にもありましたように、今
回は東日本大地震と津波によって未曾有の大規模の
被害がもたらされたにもかかわらず、このプログラ
ムを実施されるということは、まさに回復へ向けた
皆様の力強い精神が伝わっていると思います。世界
中の方が賞賛している点でございます。このような
逆境の中、前に進むというのは日本人の皆様の真の
国民性を表しているものと思います。
　貴財団は 40 年以上前に設立されて以来、その素晴
しい信念を果たされてこられました。日本国内にお
いて難民支援事業を実施されるほか、アジア諸国に
おいて社会福祉プロジェクトを実行され、多くの人々
の生活が向上すると共に日本人に対して大きな尊敬、
また善意の心が生まれてきたと思います。
　インドもこの研修の中で豊かな経験をさせていた
だきました。1983 年以来、この社会福祉関係者、社
会福祉行政官を招くというプログラムに参加させて
いただきましたし、また、非常に多くの恩恵を受け

てまいりました。私が特にありがたく思いますのが、
1996 年に北インドのウッタル・プラデーシュ州にネ
ルー記念財団のチベット学校があり、貴財団から 250
万円の寄附をいただいたことです。
　現在私たちは相互依存がますます高まる時代に生
きております。そして、さまざまな成長・発展のプ
ロセスの中で、社会的なニーズが人的な国境を越え
るようになってきております。身体的・精神的なハ
ンデを持つ人々、母子家庭の人々、高齢者や障害者、
自然災害の被災者、こうした人たちの問題というの
は現在普遍的なものになっていますし、一国に留ま
るものでもありません。そういう意味で貴財団が歩
んできました活動は、大きな貢献、素晴しい成果を
もたらしていると思います。私は今、マハトマ・ガ
ンジーの言葉「サルボダヤ（すべての人の目覚め）
の考え」を思い出しています。それは社会福祉とい
うのは慈善事業ではなくて、個人的にあるいは社会
的に自立し、すべての人がより健康で幸せな社会に
生きるというこという考え方です。
　アジア諸国の社会福祉関係者また行政官に社会福
祉における発展を促し、互いに模範となる例を示す
など、貴重な使命を果たしてこられた貴財団の皆様
に改めて御礼と敬意を申し上げたいと思います。ま
た、本日ここにおられます各国の大使館の皆様、今
回のこのプログラム、また将来にわたって財団が実
施されるプログラムが成功されるように心から祈念
いたします。ありがとうございました。
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台北駐日経済文化代表處副代表（公使）
Mr. Lo, Koon-tsan（羅 坤燦）

　綿貫理事長、奥野名誉会長、各国福祉関係者訪日

団の皆様、並びにご臨席の皆様、こんばんは。

　私は、ただいまご紹介いただきました中華民国

台湾駐日代表事務所副所長の羅坤燦（ラ コンサン）

でございます。本日、財団法人アジア福祉教育財団

主催のシンガポール、ベトナム、スリランカ及び台

湾のアジア四カ国福祉関係者歓迎レセプションパー

ティーにお招きいただき、誠にありがとうございま

す。ご指名によりましてこの場で挨拶させていただ

き、誠に光栄に存じます。大変恐縮でございますが、

四カ国福祉関係者を代表して、一言ご挨拶申し上げ

ます。

　まずはこの度の 3.11 東日本大震災により、被害

に遭われた被災地の方々に心からお見舞い申し上げ

ますと共に亡くなられた方々のご冥福をお祈り申し

上げます。同時に、震災からの一日も早い復興を心

より祈念いたします。

　貴財団の今回の事業活動が中断することなく、今

年も続けて実施されることに対し、敬意と感謝を表

します。東日本大震災発生後、被災された人々が秩

序を保って支え合い、官民一体で被災地の復興に

向って一致して取り組み様相を見て、日本の国民は

世界の中でも最も優秀であると実感いたしました。

　ご存知のように、日本は社会福祉分野でも世界の

先進国であります。貴財団は理事長を始め、沢山の

関係者が、熱心且つ無私奉仕の真心で、長年にわた

り難民救済、アジアの福祉事情の改善、向上などへ

の支援を行っておられるほか、日本の福祉の現場を

視察する研修日程を組み、各国の孤児・母子などの

社会福祉事業に従事している関係者を招待して日本

の福祉事情を専門的に紹介し、進んで意見交換の機

会を提供してくださっています。各国の福祉関係者

にとって短い訪問期間で沢山の収穫が得られること

は、本当に喜ばしいことであり、四カ国福祉関係者

を代表して、心から敬意を表し、厚く御礼申し上げ

ます。

　いま、日本は景色と気候が一番良い秋であり、四

カ国福祉関係者の皆様が、この貴重な機会を十分有

効に活用して、日本の先進的な福祉事情を勉強し、

友人もつくり、東京・京都・奈良等各地の名所旧跡

を見学し、沢山の収穫を得て、自国に戻ってから日

本で得たものを活用できれば幸甚に存じます。

　最後に、貴財団の益々のご発展並びにご臨席の

皆様の益々のご健勝をお祈り致しまして、私の挨

拶とさせていただきます。どうもありがとうござ

いました。
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③駐日大使館、内閣官房、外務省、福祉の関係者、役員等が参加し
て今回の被招聘者の歓迎レセプションを開催（シェラトン都ホテル東京）

⑥社会福祉法人こぶしの会が運営する知的障害者のための作業所
を見学（コミュニティワークこッカラ）
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①消防庁国民保護・防災部防災課 東災害対策官「東日本大震災
の実情と対策について」の講義（財団事務所）

②茶道を体験。正座や作法など日本の礼節を学ぶ（財団事務所）

⑤奈良県庁を表敬訪問し、健康福祉部の方々より奈良県の社会福祉
の現況についてお話をうかがう

⑦大和ハウス工業（株）総合技術研究所にて免震構造体験

④社会福祉法人愛隣会にて鮎川会長より事業概要のお話をうかがう

⑧ユニットケアを取り入れた新型特別養護老人ホ－ムとして注目されて
いる故郷の家・京都を見学
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③長和殿、宮殿東庭、富士見櫓、大道庭園、馬車庫・厩舎などを参観
（皇居）

⑥新たな試みとして自国の社会福祉の状況等について団員間で意見
交換を実施（奈良ホテル）
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①石崎事務局長より日本の歴史、文化や当アジア福祉教育財団の
事業について紹介（財団事務所）

②華道家元より生け花の指導をうけ、日本文化の一端に触れる
（財団事務所）

⑤世界が注目した東日本大震災に関連して東京・有明にある防災施設
を見学し、その最新設備に感嘆する団員（東京臨海広域防災公園）

⑦知的障害者授産施設クリーニング工場を見学（働く広場・高円）

④国会見学後、衆議院議員食堂にて昼食を兼ねて綿貫理事長と懇談
（国会）

⑧研究機関にて介護ロボットなどを見学、パワーアシストスーツ（筋力を補助
する装置）は介護現場に有効との団員の声（奈良先端科学技術大学院
大学）
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③重症心身障害児（者）の医療と療育を総合的におこなう東京都立東部
療育センターの有馬院長より説明を受ける

⑥特別養護老人ホーム　サンタ・マリアにて利用者と会話を交わす団員
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①荒川難民事業本部長より日本の難民受け入れの歴史や支援事業に
ついて紹介（財団事務所）

②国立看護大学 森山教授より日本の福祉政策や東日本大震災時の
現地福祉活動等について講義を受ける。活発な質疑応答が行われた

（財団事務所）

⑤世界最大級の木造建築である大仏殿や往時の壮大さがうかがえる
大仏尊像を参観（東大寺）

⑦社会福祉法人太陽の家を見学し、No Charity but a Chance!の
理念に感銘を受ける団員たち

④復元された第一次大極殿、平城京歴史館、遣唐使船復元展示などを
巡り当時の人々の情熱に思いを馳せる（平城宮跡）

⑧お別れパーティにてこれからも交流が続くことを約束し合う団員たち
（新都ホテル）
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あしなが育英会に財団が寄付
震災孤児の就学資金に

　東日本大震災は夥しい犠牲者が出たばかりでなく、一瞬にして大津波に呑まれた街が消滅するなど戦後

最大の大惨事となりました。家族や財産を失った人たちの悲嘆はもちろん、津波で街が破壊される映像を

目の当たりにして、世界中が戦
おのの

きました。

　国民はこぞって自分たちでできる支援が何かないか、と真剣に考え、ある人は浄財を提供し、またある

人はボランティアを買ってでました。中には幼稚園児が貯金箱を持参したというような美談も伝わってき

ました。

　当財団としても公益法人として被災地の人のために何かお役に立てることがないか、思いをめぐらせま

した。いろいろ考えをめぐらせた結論が「当財団は南ベトナムを始めアジアの戦争孤児の自立を目的に事

業を開始したのだから、わが国の震災孤児救援は寄付行為に照らしても活動目的にかなっている」という

ことでした。

　当財団のスタッフ数など現状では直接救援活動に携わることはできないので、僅かでも震災孤児の就学

資金の一部にあててもらうため、義援金を拠出すること、額についても多寡よりも財団の実情を反映して

いること、そしてより実効性が確認しやすい方法、を検討することにしました。

　当財団の理事であり、文部省ＯＢとして奨学金制度などに精通しておられる井上孝美元文部次官からご

助言をいただき、長年交通遺児などに就学資金を提供した実績を持っている「あしなが育英会」に 300万円

寄付し、震災孤児の就学資金の一

部に活用いただく案をまとめ決定。

平成 23年 4月 26日、同育英会玉井

義臣会長に手交いたしました。

　なお、同育英会は就学支援の対

象を遺児（片親を亡くした人）とし

ておりますが、当財団の意志を尊

重し、その資金は孤児（両親を亡く

した人）に限定、一時金の形で活

用してもらうことになりました。

　被災地の復興、そして被災地の

皆さんに一日も早い安寧の日々が

訪れることを願ってやみません。
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日本定住難民とのつどいの開催

遠来の難民も初参加し、
多文化共生の新宿で開催

第32回定住インドシナ難民とのつどい
愛と感謝のフェスティバル

（財）アジア福祉教育財団  事務局長 石 崎 茂 生

　第 32 回「日本定住難民とのつどい」（愛と感謝

のフェスティバル）は 10 月 23 日（日）、新宿区

立新宿文化センターで開催されました。

　開会に先立ち財団役員、新宿区、難民事業の関

係者、職員ＯＢらが集まって立食形式の意見交換

が行われました。それぞれ難民問題に深く関わっ

てきた人たちだけに、定住難民問題について熱心

に話し合われていました。

　第１部式典には日本定住難民の他、主催者の財

団綿貫民輔理事長、同奥野誠亮名誉会長をはじめ、

共催者である新宿区の中山弘子区長や来賓の外務

省総合外交政策局武藤義哉審議官らが出席、綿貫

理事長の主催者挨拶につづき祝辞を拝受しまし

た。（挨拶、祝辞は別掲）さらに模範難民定住者、

難民雇用事業所、支援協力者にそれぞれ表彰状、

感謝状が綿貫理事長から贈られました。

　第２部アトラクションは武蔵野中学・高等学校

の元気なマーチングバンド、地元新宿区の指定無

形民俗文化財・萩原社中の「三
さ ん ば そ う

番叟」が演じられ、

日本定住難民との交流が図られました。

　さらに条約難民やカンボジア、ラオス、ベトナ

ム難民の歌や寸劇が披露されましたが、今回の出

し物には従来に増して演出に工夫が感じられ、見

応えのある演目が多かったように感じます。最後

にサーカスショーを楽しみ、皆で「ふるさと」を

合唱して楽しい一日を終えました。

平成２３年度受彰者の方々と役員
（写真中央前列が綿貫理事長）

綿貫理事長より
模範難民定住者
へ表彰状が授与
された
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日本定住難民とのつどいの開催

　今回はタイのメーラキャンプからわが国へ第

三国定住でやってきたミャンマーのカレン族難

民の人たちも観覧、また静岡県浜松市からはバ

スを連ねて 150 人の定住難民が初めて参加する

など盛り上がりを見せました。また、この催し

の模様はＮＨＫテレビ番組「首都圏ニュース」

で詳細に取り上げられました。

　ところで「規制緩和」の趨
すうせい

勢を受け、財団が国

から受託してきた難民の保護、救援、定住事業が

所謂入札（企画公募）に移行しま

した。難民事業は国の危機管理や

人道人権に関する事柄だけに、国

費を遣って事業を進める以上、難

民はもとより国民の利益に背反す

ることになってはならないと自戒

し、社会にとって有益であること

を念じながら今後とも事業が遂行

できるよう努力をつづけたい、そ

れが公益法人たる所以と考えてお

ります。

　「日本定住難民とのつどい」終

了 後 難 民 事 業 本 部 職 員 の Ｏ Ｂ 会

「広尾会」の恒例総会が開かれ様々

な意見が交わされました。ある相

談員ＯＢの男性からは「在留資格が定住者の場合、

年金受給資格が欠格とされている」事例があるこ

となどが報告され、まだまだ日本定住難民に対す

る相談業務をはじめ所謂アフターケア問題が残存

していることを再認識させられました。

　国費が急増する難民認定申請者の保護費に傾斜

し、どうしても日常的な相談業務や調査などが不

如意に陥っている感が否めなくなっております。

財団としても知恵を絞り、より血の通った施策を

実施してゆきたいと念じております。
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在日本ビルマ連邦少数民族協議会　ANU 在日本ラオス協会

在日本カンボジアコミュニティ　難民子ども会 神奈川県ベトナム人定住者有志

武蔵野中学・高等学校マーチングバンドWINGS（ウィングス）による
若さあふれる演技

里神楽「三
さんばんそう

番叟」新宿区指定無形民俗文化財　萩原社中

ハウス食品（株）のご協力により、こんがりポテトなどの商品を来場
者の方々に手渡すコブリナサーカス



日本定住難民とのつどいの開催

１．開催趣旨
　他の模範となる日本難民定住者を表彰するとともに、難民の定住促進に支援や協力をいただいている難民の
雇用主、支援協力者（ボランティア）等に感謝状を贈呈し謝意を表する。また、定住難民がわが国で安定し
た生活が営めるよう、雇用や共生などの問題について一般にも理解を深めてもらえる催しとする。
　運営にあたっては共催団体と連携しつつ、定住難民や関係機関、支援協力団体、市民などが一体になっ
て催しに参加できるようプログラムの改善、内容充実を図るほか、長く母国を離れている定住難民の自国文化
継承にも配慮しつつ懇親の機会を提供する。
　
 主　催：　財団法人アジア福祉教育財団
 共　催：　新宿区、公益財団法人新宿未来創造財団
 後　援：　内閣難民対策連絡調整会議、法務省、外務省、厚生労働省、文化庁
 協　賛：　日本新聞協会、日本放送協会 (NHK)、日本民間放送連盟
 協　力：　ハウス食品株式会社
 日　時：　平成２３年１０月２３日（日）１２時００分～１６時３０分
 場　所：　新宿区立新宿文化センター　大ホール

２．実施結果
 ◎懇　談　会　　　　難民関係者との懇談
 ◎式　　　典
 主な来賓（敬称略）
 新宿区　区長 中山　弘子
 外務省　総合外交政策局審議官　　　　　　 武藤　義哉
 法務省　入国管理局長　　　　　　　　　　 髙宅　茂
  （代読　北村　晃彦難民認定室長）
 国連難民高等弁務官事務所　駐日代表　　　 ヨハン　セルス
  （代読　ダニエル　アルカル首席法務官）

 表彰者　　難民雇用事業所（感謝状贈呈） ２社
 　　　　　支援協力者（感謝状贈呈） ２社及び４名
 　　　　　模範難民定住者（表彰状授与） ３名

◎アトラクション
 ①マーチングバンド　 武蔵野中学・高等学校マーチングバンド　  
  Ｗ

ウ イ ン グ ス

ＩＮＧＳ
 ②里神楽　三番叟　　　　　　　　　　 新宿区指定無形民俗文化財　萩原社中　
 ③条約難民（ミャンマー難民）民族舞踊　 在日ビルマ連邦少数民族協議会　Ａ

エーユーエヌ

ＵＮ
 ④カンボジア難民民族舞踊　　　　　　 在日カンボジアコミュニティ　難民子ども会
 ⑤ラオス難民民族舞踊　　　　　　　　 在日本ラオス協会
 ⑥ベトナム難民民族舞踊　　　　　　　 神奈川県ベトナム人定住者有志
 ⑦サーカスショー　　　　　　　　　　 コブリナサーカス

（来場者　約 1,000 名）

…… 愛と感謝のフェスティバル ……
「第３２回日本定住難民とのつどい」開催報告
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ア
ジ
ア
福
祉
教
育
財
団
理
事
長
の
綿
貫
民
輔
で
あ
り
ま
す
。

　

第
32
回
「
日
本
定
住
難
民
と
の
つ
ど
い
」
を
開
催
す
る
に

あ
た
り
、
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

外
務
省
、
法
務
省
を
は
じ
め
ご
来
賓
の
皆
様
に
は
日
曜
日
、

し
か
も
何
か
と
行
事
の
多
い
こ
の
時
期
に
ご
臨
席
を
い
た
だ

き
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
会
場
に
は
多
数
の

方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
こ
の
催
し
を
よ
り
一
層
意
義

深
い
も
の
に
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　　

去
る
３
月
11
日
、
東
北
、
関
東
を
お
そ
っ
た
大
震
災
は
、

津
波
を
引
き
起
こ
し
、
た
く
さ
ん
の
尊
い
人
命
を
奪
う
結
果

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
津
波
に
よ
っ
て
起
っ
た
原
子
力
発
電

所
の
事
故
は
、
今
も
な
お
、
わ
が
国
社
会
や
経
済
に
深
刻
な

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。こ
の
大
震
災
の
犠
牲
に
な
っ
た
方
々

に
、
衷
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も

早
く
、
被
災
地
の
復
興
が
成
さ
れ
、
罹
災
者
の
方
々
が
元
の

よ
う
な
平
和
で
安
全
な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

　

他
方
、
定
住
難
民
の
グ
ル
ー
プ
や
個
人
が
被
災
地
を
訪

れ
、
炊
き
出
し
や
が
れ
き
処
理
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
っ
た
と
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
難
民

の
方
々
は
、
か
つ
て
自
分
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
日
本

に
対
す
る
恩
返
し
の
気

持
ち
が
こ
う
し
た
活
動

に
つ
な
が
っ
た
と
話
し

て
い
た
と
仄
聞
し
て
い

ま
す
。
難
民
の
方
々
が

日
本
社
会
に
深
く
根
付

い
た
証
と
し
て
大
き
な

感
銘
を
受
け
る
と
と
も

に
、
深
く
敬
意
を
表
す

る
次
第
で
す
。

　

昨
年
、
日
本
政
府
は
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
の
要
請
を

受
け
、
と
り
あ
え
ず
３
年
間
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
と
し

て
、
タ
イ
の
メ
ー
ラ
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
長
年
滞
留
し
て
い

る
ミ
ャ
ン
マ
ー
難
民
の
受
け
入
れ
を
第
三
国
定
住
と
い
う

新
し
い
形
で
開
始
し
ま
し
た
。
当
財
団
は
こ
の
事
業
の
委

託
を
受
け
、
昨
年
９
月
か
ら
こ
れ
ら
ミ
ャ
ン
マ
ー
難
民
に

対
し
定
住
の
た
め
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

　

難
民
と
し
て
わ
が
国
に
安
全
を
求
め
て
や
っ
て
き
た
方
々

が
、
定
住
し
安
定
し
た
生
活
を
営
ん
で
い
く
た
め
に
は
、
言

葉
は
も
と
よ
り
日
本
の
文
化
や
生
活
習
慣
な
ど
を
身
に
つ
け

る
必
要
が
あ
り
、
さ
ら
に
社
会
の
中
で
自
立
す
る
こ
と
は
職

業
を
得
、
家
庭
を
築
く
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し

言
葉
を
は
じ
め
様
々
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
強
い
ら
れ
る

難
民
の
人
た
ち
は
多
く
の
試
練
を
克
服
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、

自
立
す
る
と
い
っ
て
も
並
大
抵
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
国
で
は
な
い
異
境
の
地
で
の
暮
ら
し

で
は
、
そ
れ
ま
で
の
知
識
、
経
験
、
考
え
方
が
通
用
し
な
い

こ
と
が
多
く
、
一
時
的
に
挫
折
感
や
疑
念
を
感
じ
る
人
も
少

な
く
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
難
民
の
方
々
が
自
分
の
力
で
、
日
本
社
会
で

生
活
し
て
い
け
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
一
定
期
間
は
、
様
々

な
施
策
を
総
合
的
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
難
民
事

業
本
部
は
国
や
各
自
治
体
を
は
じ
め
関
係
者
と
連
絡
を
と
り

な
が
ら
、
よ
り
手
厚
い
事
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、時
の
流
れ
と
と
も
に
定
住
難
民
の
方
々

を
と
り
ま
く
環
境
や
抱
え
る
問
題
も
様
変
わ
り
し
て
お
り
ま

す
。
そ
う
し
た
変
化
に
私
た
ち
の
財
団
は
機
敏
に
対
応
し
、

公
益
法
人
と
し
て
の
自
覚
に
立
ち
な
が
ら
役
割
を
果
た
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
日
本
に
定

住
し
た
難
民
の
人
た
ち
に
強
く
生
き
抜
く
勇
気
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、「
日
本
に
来
て
よ
か
っ
た
」
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
役
職
員
一
同
こ
れ
か
ら
も
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
日
の
「
日
本
定
住
難
民
と
の
つ
ど
い
」
で
は
第
一
部
の

式
典
に
お
い
て
、
他
の
模
範
に
な
る
難
民
の
方
を
表
彰
す
る

と
と
も
に
難
民
の
雇
用
に
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た
雇
用
主
お
よ

び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
さ

ら
に
当
財
団
の
事
業
推
進
に
お
力
添
え
を
賜
っ
た
方
々
に
感

謝
状
を
贈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
第
二
部
で
は
祖

国
の
歌
と
民
族
舞
踊
、
新
宿
区
の
有
志
の
皆
さ
ん
に
よ
る
郷

土
芸
能
、
サ
ー
カ
ス
シ
ョ
ー
な
ど
を
観
覧
い
た
だ
き
、
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
少
し
で
も
難
民
の
皆
さ

ん
の
励
み
に
な
る
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
ご
厚
意
を
寄
せ

て
い
た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
と
敬
意
を
表
し
、
ご
挨
拶
と
致

し
ま
す
。

（
２
０
１
１
年
10
月
23
日
「
第
32
回
日
本
定
住
難
民
と
の
つ
ど

い
」
に
お
け
る
挨
拶
）

主
催
者
挨
拶

（
財
）ア
ジ
ア
福
祉
教
育
財
団
理
事
長

綿 

貫 

民 

輔
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日本定住難民とのつどいの開催

来 賓 挨 拶

　皆様こんにちは。ただいまご紹介いただきました、
新宿区長の中山弘子です。
　本日は、「第 32回日本定住難民とのつどい」の開催、
誠におめでとうございます。
　綿貫理事長を始め、（財）アジア福祉教育財団並び
に多くの関係者の皆様による難民の方たちの定住に
向けての長年にわたるご努力、また、国内外を問わず、
幅広く難民の方たちへの支援事業にご尽力され、多
くの実績を残されていることに対し、改めて敬意を
表したいと思います。
　区内にあるＲＨＱ支援センターでは、難民の方た
ちが日々日本語や生活習慣を学ぶほか、地元の町会
が企画した七夕交流会に参加して盆踊りや浴衣の着
方を習うなど、地域との交流を図っています。また
本日、諏訪町会、西早稲田商店会が支援協力者とし
て感謝状の贈呈を受けます。こうしたことは、多く
の外国人が住み、集う新宿区にとって、とても嬉し
く思います。
　さて、3月 11日に発生した東日本大地震では、新
宿区でも震度５を記録し、大きな揺れを感じました。
この震災での被害は、区内ではほとんどありません
でしたが、新宿駅周辺等で多くの帰宅困難者があふ
れ、避難所の開設などの対応をいたしました。大き
な被害にあった東北地方の一日も早い復興を願うと
ともに、亡くなられた皆様のご冥福をお祈りし、ま
た私どももしっかり復興支援に力を尽くしていきた
いと考えております。
　震災の影響で、現在新宿区の外国人登録者数は、
震災前と比べ約 2千人減って約 3万 3千人となってい
ます。しかしながら、新宿には多くの外国人が住んで、
働いて、学び、活動する活力のある国際的な都市と
して重要な存在感を皆さんに示していただいており
ます。
　私は、こうした外国人が多く住むまちということ
を積極的な特徴として捉えて、プラスメッセージを
発信できる「多文化共生のまちづくり」を進めており
ます。様々な文化や価値観を肌で感じ、共に身に付
けていくことが、この多文化共生のまちづくりを進

めていくことになると考えております。
　こうした多文化共生のまちづくりを進める拠点と
して平成 17年に開設した「しんじゅく多文化共生プラ
ザ」は、今年で７年目を迎えました。多言語による様々
な相談や日本語の学習支援の取り組み、利用者や利
用団体、地域のネットワークづくりなどを進めてお
ります。ＲＨＱ支援センターでの日本語教育、生活
ガイダンスを修了された方々にも、この多文化共生
プラザをご利用いただいているところです。
　さて、昨年度から日本における難民支援の新たな
取組みとして、第三国定住難民の受入れが始まりま
した。昨年来日した 27人の難民の方たちは、新宿区
で 6ケ月間自立のための研修を受けながら生活されま
した。この間、地域の町会・商店会との交流や区立学
校での体験入学を行いました。
　日本に来る難民の方たちが地域で生活するために
は、コミュニケーションの大切なツールである日本
語の学習支援や、日本の生活に適応するための訓練、
就職の斡旋など十分な支援が必要となります。難民
の方々が日本で定住するためには何が必要で何が有
効か、政府が中心となって、自治体や関係機関と連
携しながらしっかりと検証し、そして取り組んでい
くことが今大事であると考えています。
　難民として日本に来られた皆さんは、生活を送る
なかで多くの困難と制約を経験されたことと思いま
す。言葉もわからず、生活習慣も違い、働く機会も
限られ、生活費も高いこの日本で、生活の基盤を築
くことは大変なものがあったと思います。そうした
困難を乗り越え、地域社会に溶け込んでこられた皆
様に心から敬意を表します。これからも、日本での
生活にご苦労や困難があると思いますが、地域の方々
の協力を得ながら、そして私ども行政もしっかりサ
ポートを続けたいと思いますので、乗り越えられる
ことを私たちは望んでおります。
　外国人と日本人が地域で共に生活するための支援
という意味では、本日のイベントの主催者であるア
ジア福祉教育財団と新宿区は、同じ目標に向かって
事業を進めていると言えるのではないでしょうか。
今後も、アジア福祉教育財団を始めとする関係者の
皆様が、わが国における難民事業や各事業の推進に、
先導的役割を果たされることを期待しますとともに、
本日会場にいらっしゃる難民の皆様の益々のご健勝
とご活躍を心からお祈りいたしまして、ご挨拶とい
たします。

　本日は、「日本定住難民とのつどい」の開催、誠に
おめでとうございます。

新宿区長

中　山　弘　子 氏
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　外務省総合外交政策局審議官の武藤義哉でござい

ます。昨年に引き続き、参加させて頂く機会を得た

ことを大変喜ばしく思っております。｢第３２回日本

定住難民とのつどい｣ の開催にあたり、外務省を代

表して、ひとこと御挨拶申し上げます。

　我が国における難民の皆様を励まし、多くの支援

者の皆様に感謝の気持ちを申し上げるこの｢つどい｣

が、今回で３２回目を迎えられたことをお祝い申し

上げます。また、主催者の財団法人アジア福祉教育

財団、並びに、共催者の新宿区及び公益財団法人新

宿未来創造財団の御尽力に敬意を表します。

　さて、我が国は昨年度から新たに第三国定住事業

を開始しました。第三国定住というのは、ある国か

ら別の国に逃れた難民を、第三国に移してそこでの

定住を図るというものです。日本政府は、タイの難

民キャンプで避難生活を送っているミャンマー難民

の方々を三か年のパイロットケースとして受け入れ

ています。欧米諸国などはすでにかなり大規模に受

け入れていますが、アジア地域では初めてです。本

年９月には、昨年第一陣として来日した５家族２７

名に続いて第二陣として新たに４家族１８名のミャ

ンマー難民の方々が来日されました。

　私自身も数ヶ月前、第一陣で来られた方々の一部

と直接お話しをさせていただく機会が持てましたが、

第一陣ということもあり、我々が当初十分予見でき

なかった問題についても率直にお話を聞かせていた

だいたりしました。第一陣における教訓や反省点も

踏まえつつ、第二陣以降の対応を考えていかなけれ

ばならないと思っています。また、そうした際には、

こちらの新宿区を含め、関係の自治体、地域社会の

皆様とも一層連携を深め、そのご協力をいただきな

がら進めていくことが肝要だと思っております。

　このように第三国定住事業はまだまだ手探りでは

ありますが、私が嬉しかったことの一つをお話する

と、それは子どもたちが日本の学校にとても早く馴

染んでいるということを先ほど述べた第一陣の方々

とのお話の中で聞いたことでした。彼らは、もちろ

ん宿題などはまだ全然わからず、相談員の人が電話

で逐一相談にのっている状況ですが、それにも関わ

らず、友達もできて、学校が楽しいと子どもが言っ

ている、と親御さんたちが言っておられました。遠

い国から来た子どもたちが日本という新天地に親し

みを覚えてくれているとしたら、すばらしいことだ

と思います。

　第三国定住の方々に限らず、ここに参加していた

だいている方々も含め、我が国に定住された難民の

人たちが、今後も日本をいわば第二の故郷として、

元気に過ごし、活躍されることを我々外務省として

も願っておりますし、そのために引き続きお手伝い

をさせていただきたいと思っている次第です。

　最後になりましたが、本日ここにお集まりの皆様

方の益々の御健勝、御発展並びに難民の皆様の御多

幸を心からお祈りしつつ、私からの御挨拶とさせて

頂きます。ありがとうございました。

外務省　総合外交政策局審議官

武　藤　義　哉 氏
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日本定住難民とのつどいの開催

　本日ここに「第 32回日本定住難民とのつどい」が開
催されるに当たり、一言御挨拶申し上げます。
　まず最初に、政府の難民関係事業をお引受けいた
だいている財団法人アジア福祉教育財団の綿貫理事
長を始めとする職員の方々と、難民の受入事業の振
興に御助力いただいている新宿区、民間事業所並び
に民間ボランティアの方々の御努力に対し、心から
敬意と感謝の意を表します。また、難民として日本
におられる皆様におかれては、故国から遠く離れた
異邦の地であるこの日本において、永年にわたり生
活の基盤を築くために重ねてこられたこれまでの御
努力に対し、心から敬意を表します。
　さて、今日の発展する国際社会において、依然と
して生命や身体の自由への侵害・抑圧をもたらす事件
や紛争が発生し、多くの人々が平穏な生活を脅かさ
れ、それまでの生活を放棄せざるを得ない境遇に追
い込まれていることは、誠に残念なことであります。
　ここにお集まりの皆様方も、そうした困難な境遇
に見舞われ、日本に来られたのでありますが、言語・
文化の違いを始めとする様々な御苦労や困難を乗り
越え、日本社会の一員としてその生活基盤を固めら
れるに至りましたことは、誠に喜ばしい限りであり
ます。
　我が国では、新しい難民認定制度が施行されてか
ら 6年余りが経過し、現在まで順調に運用されている
ところでありますが、近年における各国事情の変化
等に伴い、難民認定申請者数は引き続き高い水準で
推移しており、難民施策に対する社会の関心も増大

しています。
　法務省としましては、難民の方々や支援される
方々からのご意見、ご指摘をも拝聴しつつ、今後と
も難民認定のための制度を適正に運用するととも
に、組織及び体制を強化して、難民の方々に対する
適切かつ迅速な保護を図るよう引き続き努力してま
いります。
　また、我が国は、平成 22年度より 3年間にわたり、
パイロットケースとして第三国定住による難民の
方々の受入れを行っており、その第二陣として、過日、
4家族 18名のミャンマー人難民の方々が来日されまし
た。この 4家族については、現在、難民事業本部によ
る 180日間の定住支援プログラムを受講されていると
ころです。
　我が国は、昭和 53年から平成 22年末までに、1万 1
千人を超えるインドシナ難民、500人を超える条約難
民の方々を受け入れてまいりましたが、それらの方々
の定住が進展いたしましたのは、難民の方々一人一
人の努力によることはもちろんのこと、難民事業本
部が実施する日本語教育や就職のあっ旋など、同本
部の職員の方々によるきめ細やかな対応と、地域社
会における民間事業所や民間ボランティアの皆様の
温かい御支援・御協力の賜物であります。
　特に、昨年の秋、第三国定住により受け入れた難
民の方々につきまして、難民事業本部の皆様方が今
までの知見を活かし、非常にきめ細かく、温かい御
支援・御協力を頂いたと存じます。
　最後になりましたが、アジア福祉教育財団を始め
とする関係者の皆様の、なお一層の御発展と御活躍
をお祈り申し上げますとともに、我が国に定住され
た難民の皆様が、今後とも母国の伝統と文化に誇り
を持ちつつ、我が国社会において一層安定した生活
を築かれますよう心から希望して、私の挨拶といた
します。

法務省入国管理局難民認定室長

北　村　晃　彦 氏
（髙宅　茂入国管理局長代理）
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　ご来席の皆さま、こんにちは。そしてアジア福祉教
育財団および難民事業本部（RHQ）の皆さま、この栄
えある式典にお招きいただき、誠にありがとうござい
ます。約 30年という長きに及ぶ貴財団の絶え間ないご
尽力に対し、国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）を
代表して心より感謝申しあげます。
　RHQの皆様は難民のより良い生活を支援するため
に、常に力を尽くしてくださいました。毎年恒例のこ
の祭典は、難民自身の祖国や民族の文化を祝い、難民
を受け入れてきた日本社会に対する彼らの貢献を示す
一つの例です。
　また、難民と彼らを永年に渡り支援してきた政府・
非政府機関が協力関係について互いに感謝の意を表す
場でもあります。
　苦しんでいる人々に対する日本の人道的支援の提供
は、日本の伝統と価値観に深く根差しています。
　保護や助けを必要とする人々に対する日本人の温か
いもてなしと心の寛大さにまつわる逸話は、長い歴史
の中に多く存在します。今日においても日本人はその
寛大な態度をますます強く示しています。
　このことは、先の自然災害とそれによって起きた事
態について考えるとき、特別な意味を持ちます。
　日本、及び全世界が、前例の無い惨状と放射能の恐
怖に息を詰まらせました。住む場所を失った何百、何
千もの日本の人びとが直面した体験は、世界の難民た
ちが経験したものと奇 (く )しくも酷似していました。
　そんな状況にある日本人に対して、世界は溢れんば
かりの愛と支援で恩に報いました。その後も尚、日本
政府と日本人は日々、国内と海外の難民への支援を続
けています。
　また、日本政府の世界の難民に対する拠出金の総額
は国として世界第二位を維持しています。日本に保護
される人々の数は年々増えています。
　たしかに日本の難民受け入れ制度プロセスの課題ば
かりに注目し、批判をする人もいるでしょう。
　日本の惜しみない海外向けの援助プログラムにまで
文句を付ける人もいるでしょう。
　しかし、実際には、日本の難民受け入れ制度は常に
疑いなく正しい方向へ、ひたすら前へ前へと進んでい
るということです。

　私たちは難民受け入れ制度の様々な側面における関
係者間の更なる協力や連携を目標に前進しています。
　そのためには、収容される人の数を減らすことで難
民申請者にとってより快適な保護環境を作ったり、難
民と人道配慮による在留特別許可の案件を含めた保護
件数を増やしたり、より良い難民の定住政策を発展さ
せたりすることが必要です。しかし、それらのとりく
みは、中央政府と地方政府、NGO、弁護士のネット
ワーク、学術界および民間企業などの市民社会の関与
と貢献を組込んだシステムをいかにつくっていくかに
かかっています。
　それは誰が何をやっていないのかではなく、自分達
は何が出来るかについて常に皆が話し合っているよう
なシステムです。
　実質的かつ実用的ですが、原理原則もきちんと尊重
したシステムです。
　つまり難民にとって物理的に最も安全な保護を提供
するシステムから更に発展した、難民が地域に溶け込
み、尊厳を持って自分の人生を生きるための、たくさ
んのチャンスを与えるようなシステムなのです。
　RHQおよび難民たち自身は、これらのことを達成す
る上で重要な役割を担っています。
　約一年半前、日本の難民たちは自らを表現し、自ら
の権利を主張するための新しい手段を手に入れまし
た。その手段とは、彼ら自身の声です。
　日本難民連携委員会 (RCCJ)は難民による難民の為の
組織です。私たちは、皆さまが彼らの活動を支援し、
よりよい難民受け入れ制度プロセスを構築するために
彼ら自身が建設的な役割を果たせるよう手助けをして
下さることを期待しています。
　今年はこのような機運を作り出すのに打ってつけの
年であります。日本にとって 2011年は 1951年の難民
条約の 60周年記念、および 1961年の無国籍の減少に
関する条約発効の 50周年記念を迎えるだけでなく、日
本の難民条約加入 30周年を記念する年でもあります。
　来る 11月 17日には、外務省と法務省がＵＮＨＣＲ
と共催するハイレベルシンポジウムが開催されます。
私たち UNHCRの高等弁務官であるアントニオ・グテー
レス（Antonio Guterres）、元高等弁務官で現在 JICA（独
立行政法人国際協力機構）の理事長を務められている
緒方貞子さん、そして政府高官の皆さんが、30年間の
日本の人道及び難民政策、過去の功績とこれからの挑
戦について意見を交わします。
　皆様のご来場を心よりお待ち申し上げております。詳
細については私たちのウェブサイトをご確認ください。
　改めまして、難民と UNHCRを代表して、難民事業
本部及びアジア福祉教育財団のご尽力に感謝の念を表
します。そして、皆さま、おひとりおひとりが日本に
いる難民申請者と難民の支援に取り組んで下さること
を心よりお願い申し上げまして、わたくしの挨拶とさ
せていただきます。

UNHCR（国連難民高等弁務官事務所）駐日事務所首席法務官

ダニエル アルカル 氏
（ヨハン セルス UNHCR 駐日代表代理）
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　さて、弊社は、2名のミャンマー難民の方を雇用し
ております。
　まず、会社の紹介を致します。弊社は国内トップ
の変減速機メーカーである、住友重工業株式会社

（Sumitomo Heavy Industries.Ltd）から 1999年１月
にモータの部品製造部門が分離し、設立された会社
で、愛知県大府市にある、従業員 30名の小さな会社
です。
　私は 2004年に転職入社しました。当時、15,000台
／月程度生産しておりましたが、2007年からベトナ
ムにおいて、本格的に開始しました。
　これにより、弊社の生産台数は、現在 4,000台へと
減少しております。従業員も 60名から 30名へと半減
しております。
　そして、弊社の役割は、量的対応から、特殊品、
短納期品の供給ということにかわりました。
　このような時期ではありましたが、2006年 9月に
RHQ支援センターの職業相談員の増渕さんから、当
時 33歳の女性の採用依頼がありました。
　弊社は当時、社員の定着化が問題になっておりま
したので、ミャンマー難民の方ならじっくり落ち着
いてくれるのではないかと思い、2006年 10月から採
用いたしました。職場は、7.5kw/11kwのモータのコ
イルを作る職場です。
　その後、2007年 1月に、先に日本に入国し、他の会
社に勤めていた旦那さん（当時 45歳）も当社に就職
したいとの依頼が RHQの増渕さん経由で話があり、
2007年 2月に採用いたしました。職場は、7.5kw以上
のロータをつくるアルミダイカストの職場です。
　二人とも当社の最初の目標である定着性について

は、予想どおりで満足しております。仕事ぶりにつ
いては、以前の黙々と仕事をするという姿勢から、4
～ 5年も経つと仕事に慣れてしまって、楽に仕事をし
ようとする傾向を感じます。
　これは日本人も同じことなのですが、彼等は母国
では、相当な教育を受けて、学校の先生まで経験し
た人ですから、他の日本人の模範になってほしいと
いうひそかな願望もありましたので、少し歯がゆい
思いをしております。
　しかし、考えてみますと、彼等が普通に仕事をこ
なしてくれていること、そして、彼等がいなければ、
他の人を募集し、最初から教育しなければならない
ことを考えると、「おおいに感謝すべきであること、
欲を出して、感謝を忘れたらいけない」と反省をし
ているところです。
　また、何といっても国の違い、考え方の違いは大
変大きいことですので、日本人以上によく話し合う
ことが必要で、まだまだ話し合いが不足していると
感じております。今後、ここのところを改善する必
要があると考えています。
　最後に、このような人助けの事業が今後とも順調
に発展していくことを心から願っております。

難民雇用事業所代表
イズミ電機株式会社 代表取締役社長　

小　野　幸　男 氏

　RHQ支援センターとの交流の始まりは、日本語講

師の内藤さんが「難民と地域との交流をしたいのです

支援協力者代表
新宿諏訪町会　婦人部長　

白　子　君　代 氏
（本多　誠会長代理）

表彰者代表挨拶
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　こんにちは。私は、ポンサワット　プーサワイと

申します。ラオスから来ました。

　私が日本に来たのは、1991年 6月 6日です。20年に

なります。兵庫県にある姫路定住促進センターで日

本語の勉強をしました。

　皆様、こんにちは。私は、カンボジアの OUM 

THAと申します。1989年10月17日に日本に来ました。

大和定住促進センターに第 70期生として入所して、

そこで生活のための日本語、及び日本社会を理解で

きるよう勉強しました。

　センターを退所後、ハードフロント株式会社に就

模範難民定住者代表
カンボジア出身　

オム　ター 氏模範難民定住者代表
ラオス出身　

ポンサワット　プーサワイ 氏

　今は、株式会社カワネツに勤めています。仕事内

容はブラスト・フンタイトソウというとそう関係の仕

事です。13年間勤めてきました。

　当初は、日本語も、仕事も覚える事がたくさんあ

り、大変でした。その間に、フォークリフトやクレー

ンの資格を取って、どんな仕事もできるようになり

ました。今では、子供達も大きくなり、安定した生

活を送っています。

　また、ラオス人コミュニティーでは、仲間に何か困っ

たことがあれば、相談にのって助け合っています。

　今回、このような賞を頂いて、大変うれしく思っ

ております。家に帰ったらがくに入れて、大切にか

ざりたいと思います。

　本日は、ありがとうございました。今後ともよろ

しくお願いします。

が、どうすればよいのですか」と相談がありました。

私は、その時は RHQ支援センターのことは知りませ

んでした。

　区長との地域交流の時、中山区長さんに RHQ支援

センターのことを話しましたら、日本定住難民のこ

とがわかる資料を送ってくださいました。それから、

内藤さんと職員の方、戸塚特別出張所、社会福祉協

議会の協力を得て、地域との交流が始まりました。

　初めての交流は、授業として盆踊り、七夕祭りを

行いました。盆踊りでは全員に浴衣を着せてあげ、

楽しい授業になりました。その後、一人一人から心

温まる御礼のお手紙を頂きました。

　それからは、地域の行事は事務局にお知らせをし

て、交流を行っています。人との出会い、ふれあい

によって、私たちも楽しい思いをさせて頂きました。

ありがとうございます。
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職してから５年後に会社がつぶれました。それから、

深沢製作所に就職して、そろそろ 17年になります。

会社では、溶接工として仕事を休まず働き、今では

難しい溶接もできるようになりました。また、同じ

団地に住んでいるカンボジア人が困っているときに、

いろいろ助けたりしています。

　私は 22年の間に心臓の手術を２回受けました。

1994年に 1回目、1997年 5月に 2回目、大変な事でした。

私が今日あるのは、国の支援と自分が全力で働いて

きたからだと思います。

　私は日本を第二の故郷だと思います。今までいろ

いろ支援をして下さいました皆様及び難民事業本部

に感謝を申し上げます。

　ありがとうございました。これからも頑張ります。

　今後ともよろしくお願いします。
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　本日の「第３２回日本定住難民とのつどい」の開催を、心からお慶び申し上げます。
　アジア福祉教育財団、並びに多くの関係者の皆様による、難民の方々の我が国定住への長年にわたる御尽
力に対し、心からの敬意を表します。
　我が国は、平成２２年度からパイロットケースとして開始した第三国定住制度に関し、先月、その第二陣
となる方々を受け入れました。
　既に日本に定住されている難民の方々とともに、今回来日された方々が我が国社会の欠くことのできない
一員となることを期待しております。政府としても、そのためにできる限りの支援を行っていきたいと思い
ます。
　我が国定住難民の皆様にとり、本日の「つどい」が、新たな地で力強く生きていくための活力の源となるこ
とを期待しつつ、皆様の一層のご活躍をお祈り申し上げます。

内閣総理大臣　野田　佳彦

　本日、「第３２回日本定住難民とのつどい」が開催されることを心からお祝い申し上げます。
　まず最初に、財団法人アジア福祉教育財団、地方公共団体、民間の皆様方の、難民支援事業における長年
にわたる御尽力に対し、心から敬意と感謝の意を表したいと思います。そして、難民の皆様が、様々な事情
により我が国に来られ、我が国においても様々なご苦労を乗り越え、日本社会の一員として生活基盤を固め
られるに至っていることに、心から敬意を表します。
　そのような苦難を乗り越えた皆様の経験、前向きな姿勢は、日本社会にとっても見習うべきところがある
と思います。難民の皆様が、日本社会の一員として、今後、ますます、ご活躍されることをお祈り申し上げ、
私の祝辞とさせていただきます。

法務大臣　平岡　秀夫

　本日の「第３２回日本定住難民とのつどい」の開催を、心からお慶び申し上げます。
　アジア福祉教育財団、並びに多くの関係者の皆様による、難民の方々の我が国定住への長年にわたる御尽
力に対し、心からの敬意を表します。
　我が国は、アジア初の取組みであるパイロットケースとしての第三国定住による受入れを行っており、昨
年の５家族２７名に続き本年９月にその第二陣として４家族１８名のミャンマー難民の方々を受入れました。
難民の方々が日本社会の中で夢や希望を持ちながら生きていけるよう、外務省としても引き続き各種取組み
を行っていく考えです。
　本日の「つどい」を通じて、皆様方が、祖国への想いや伝統文化への誇りを新たにするひとときを過ごさ
れ、我が国での定住の決意とともにそれぞれの地域社会においてますます御活躍されることをお祈り申し
上げます。

外務大臣　玄葉　光一郎

　「第３２回日本定住難民とのつどい」が盛大に開催されますことを心からお祝い申し上げます。
　お集まりの定住者の皆様は、言葉や生活習慣の異なる日本で語り尽くせないほど多くの困難を克服され、
職業人として立派に活躍されている方々ばかりだと思います。今日までの皆様のたゆまぬご努力に敬意を表
します。
　また、関係機関や事業主の皆様には、日頃より難民の方々の雇用について温かいご理解と厚いご支援をい
ただいていることに心から感謝するとともに、財団法人アジア福祉教育財団の皆様のこれまでのご尽力に重
ねて感謝申し上げます。
　厚生労働省としても、難民の方々が自らの能力を十二分に発揮され、定住された地域社会で安心して働く
ことができるよう、引き続き支援に努めていきます。
　終わりに、本日お集まりの皆様の今後一層のご発展とご活躍を心からお祈り申し上げます。

厚生労働大臣　小宮山　洋子

　本日ここに、財団法人アジア福祉教育財団の主催による「日本定住難民とのつどい」が盛大に開催されます
ことを、心からお慶び申し上げます。
　この「つどい」は、日本に定住されている難民の皆様を激励するとともに、広く一般の方々に難民定住者に
対する理解を深めていただくことを目的として開催されるもので、今回で３２回目を数えると伺っておりま
す。これまでの難民支援関係者の皆様方の長年にわたる御尽力に、深く敬意を表します。
　日本人が、難民を含めた外国人の方々と共に生活することは、日本社会の異文化に対する受容力を育み、
文化を基盤とした新たな国づくりにも資するものであると考えます。東日本大震災においては、多大な被害
を受けた被災地に、多くの難民定住者の方が向かわれ、ボランティアで支援活動を行われたということも伺っ
ております。同じ社会の構成員であること、仲間であることを改めて感じた次第であり、深く敬意を表します。
また、昨年からは第三国定住という新たな形での受け入れが始まっており、多文化共生による活力ある社会
の構築がますます進展することと期待いたしております。
　本日は、難民の皆様の母国文化への誇りや熱い望郷の想いを伝える歌や舞踊も披露されると伺っておりま
す。故郷を離れながらも力強く生活しておられる皆様の姿は、観客の方々に大きな感動を与えるものと存じ
ます。また、本日表彰を受けられます難民の皆様、感謝状を贈呈されます雇用主・支援協力者の皆様にも心
からお祝いを申し上げますとともに、本日を契機として、より一層の友好親善に御尽力いただきますことを
祈念いたします。
　結びに、本日御参集の皆様の今後ますますの御健勝と財団法人アジア福祉教育財団の一層の御発展をお祈
り申し上げまして、お祝いの言葉とさせていただきます。

文化庁長官　近藤　誠一

祝　電　の　紹　介
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難民条約加入30周年と難民支援の現状

　我が国は昭和 56（1981）年に難民条約に加盟しまし

た。したがって、本年（平成 23年）は加入 30周年に

あたりますが、条約に加入する以前の昭和 53（1978）

年から、我が国はすでに大量の難民受入れを行って

います。　

　昭和 50（1975）年以来のインドシナ三国（ベトナム、

ラオス、カンボジア）からの難民、いわゆるインド

シナ難民の発生とこれら難民の一次庇護及び定住受

入れで、これが我が国が難民条約に加入する契機と

なったと言われています。難民条約加入は、我が国

が人権を尊重し、国際的な協力を重視していること

の象徴でもあり、以後、既に受入れを開始していた

インドシナ難民対策を含む我が国の難民政策が推進

されていくことに繋がっていきました。

　１．インドシナ難民の発生と難民対策

　（１）発生と難民対策

　昭和 50（1975）年、ベトナム戦争終結後、インドシ

ナ三国では相次いで政変が発生し、新しい体制に移

行しました。しかし、新しい体制の下で迫害を受け

るおそれや国の将来に不安を抱く人々が続出し、小

舟でベトナムを脱出した人 （々ボート・ピープル）や、

陸路でタイ領に逃れたラオスやカンボジアの人 （々ラ

ンド・ピープル）が発生しました。日本には昭和 50

（1975）年 5月、最初のボート・ピープルが上陸し、

日本政府は一時滞在を認めました。

　 そ の 後 も

ボート・ピー

プ ル の 到 着

が相次いだた

め、当初は難

民が希望する

アメリカなど

定住受入れ国

に出国させていた政府は、国際社会の一員としての

責務を果たすべく、昭和 53（1978）年、閣議了解で、

我が国に定住を希望する一時滞在中のベトナム難民

の日本への定住を認めることを決定し、また、翌年

には 500人の定住枠を設定しました。

　政府は昭和 55（1980）年に定住枠を 500人から 1,000

人に拡大し、また、ベトナムからの合法出国計画

（ODP: Orderly Departure Program）による家族呼

び寄せを許可しました。翌昭和 56（1981）年には 3,000

人に定住枠を拡大するとともに、アジア地域の難民

キャンプに一時滞在中のインドシナ難民や政変以前

に日本に住んでいた元留学生などに定住を認めまし

た。定住枠は、昭和 58（1983）年には 5,000人に、昭

和 60（1985）

年には 10,000

人 に 順 次 拡

大していき、

ついに平成 6

（1994）年に

難民事業本部長　荒　川　吉　彦

タイのナコンパノム難民キャンプ

救出を待つボート・ピープル
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は 10,000人枠を廃止し、以後、枠を設けることなく

受け入れることとしました。

　（２）難民事業本部の開設と定住支援プログラム

　政府は、昭和 54（1979）年 7月、内閣にインドシナ

難民対策連絡調整会議を置き、定住促進のための諸

施策を推進するため、同年 11月、財団法人アジア福

祉教育財団に事業を委託し、財団内に難民事業本部

を発足させました。

　政府から委託を受け、インドシナ難民の定住の

ための諸施策を実施することとなった難民事業本

部は、同年 12月兵庫県姫路市に『姫路定住促進セン

ター』を、翌昭和 55（1980）年神奈川県大和市に『大

和定住促進センター』を開設し、定住希望者に対し

て日本語教育、就職あっせん等の定住支援プログラ

ムを実施しました。

　これら定住支援プログラムは合宿形式で集中的に

行うもので、プログラムの期間は当初約 4か月間でし

たが、昭和 63（1988）年からは日本語教育の期間を延

長し、全体では約 6か月間に拡張して実施しました。

センター入所直後は、日本の生活に慣れ、安全に生

活を送るために必要な情報を与えるオリエンテー

ションを約 15日間行い、この間に外国人登録や、健

康診断等も実施しました。

　引き続き行う約 4か月間の日本語教育では、大人は

年齢別・能力別にクラス編成して生活上必要な読み、

書き、話し、聞く技能を習得させました。また、職

場でのコミュニケーションがうまくとれるよう場面

設定を多く取り入れた学習も行いました。子供のク

ラスでは、センター退所後学校生活にスムーズに入っ

ていけるよう日本語学習と並行して教科学習も行い

ました。

　日本語学習修了後は約 1か月間、大人には社会生活

適応指導（生活ガイダンス）を行い、日本の文化・習

慣、労働慣行などを学習しました。子供は、近隣の

小・中学校に体験入学し、定住先の学校に編入学する

準備を行いました。プログラムの最後には、就職あっ

せんと住居探しの支援を受けて、自立した生活を目

指して社会に定住していきました。

　定住後の難民に対しては、難民自身や難民支援団

体からの問い合わせに応じ、生活上のアドバイスを

行ったり、証明書等が入手できないといった難民特

有の問題への対処や病院での通訳支援などを行うた

め相談窓口を設けました。また、生活していくうえ

で必要な「暮らし、教育、病気、事故、災害、仕事、

年金、法的手続き」等の情報をまとめたハンドブッ

クを作成し、難民や自治体、民間支援団体に配布す

るなどして、難民の生活をサポートしてゆきました。

当時の難民受入れを伝える新聞
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　日本に上陸するボート・ピープルが増え続ける中、

難民事業本部は昭和 57（1982）年 2月長崎県大村市

に『大村難民一時レセプションセンター』を、また、

アメリカなどによる定住受入れを待つケースが長

期化することに対処するため、昭和 58（1983）年 4

月東京都品川区に『国際救援センター』を開設しま

した。

　このようにして我が国のインドシナ難民対策は、

一時庇護を与えている一時滞在難民に対してアメリ

カ等の第三国への出国の便宜を図るとともに我が国

への定住を認めること、更に、アセアン諸国の一時

滞在難民のうちから本邦定住希望者を受け入れるこ

とで、一次庇護及び定住受入れの 2つの政策をとるこ

ととなりました。

　（３）インドシナ難民対策の終息

　昭和61（1986）年以降になると、出稼ぎ目的のボー

ト・ピープルが増加するなどの状況の変化があっ

たことを踏まえ、平成元（1989）年6 月、国連主催の

インドシナ難民国際会議において包括的行動計画

（CPA:Comprehensive Plan of Action）が採択されまし

た。同計画により、新たに流入するボート・ピープルに

対しては難民審査（スクリーニング）が実施され、認め

られなかった人には本国帰還が奨励されました。しか

しその後ボート・ピープルが激減し、また、インドシナ

三国の政情が安定したことなどから、平成6（1994）年3

月、スクリーニング制度は廃止されて、それ以降の入国

者は不法入国者として扱われることとなりました。

　こうした状況の下、新たに受け入れるインドシナ

難民が減ってきたことから、難民事業本部は、平成

7（1995）年 3月末に『大村難民一時レセプションセン

ター』を、平成 8（1996）年 3月末に『姫路定住促進セ

ンター』を、さらに平成 10（1998）年 3月末に『大和

定住促進センター』を閉所しました。他方、『姫路定

住促進センター』の閉所に伴い、西日本地域に居住

しているインドシナ難民定住者のアフターケアをは

じめ、関係団体との連絡調整を目的に、平成 8（1996）

年 6月、兵庫県神戸市に『関西支部』を開設しました。

この頃になると『国際救援センター』では、第三国の

定住受入れを待つ長期滞留者に代わり、合法出国計

画（ODP:Orderly Departure Program）によるベトナ

ムからの呼び寄せ家族が中心に受け入れられ、日本

語教育、就職あっせん等を行うこととなりました。

　平成 14（2002）年の新たな閣議了解に基づき、内閣

に難民対策連絡調整会議が設置され、同会議は、平

成 15（2003）年 7月、インドシナ難民の受入れを平成

17（2005）年度末をもって終了することと決定し、そ

れに伴い、難民事業本部は平成 18（2006）年３月末、『国

際救援センター』を閉所しました。

　平成 17（2005）年度末のインドシナ難民の受入れ終

了までに我が国が一次庇護したベトナムからのボー

ト・ピープルは 14,332名（本邦で出生した子を含む）

に上りました。定住受入れ人数については、ボート・

ピープルのうち日本に定住を希望したベトナム難民

は 3,536名、これらの人々に加えアセアン諸国の難民

キャンプから日本に定住したベトナム難民 1,826名、

ラオス難民 1,233名、カンボジア難民 1,313名、元留
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学生等 742名、

ベ ト ナ ム 難 民

の 家 族 呼 び 寄

せ（ 合 法 出 国

計画）2,669名

と な り 、 合 計

11,319名に上っ

ています。

　２．難民条約への加入と条約難民等の支援

　（１）難民条約への加入

　我が国は、インドシナ難民への対応を開始してか

ら６年後の昭和 56（1981）年に難民条約に加入し、政

府は昭和 57（1982）年 1月から難民条約に基づき改正

した「出入国管理及び難民認定法」により個別に難民

の審査を行ってきました。

　難民条約では、難民の定義を「・・・人種、宗教、

国籍若しくは特定の社会的集団の構成員であること

又は政治的意見を理由に迫害を受けるおそれがある

という十分に理由のある恐怖を有するために、国籍

国の外にいる者であって、その国籍国の保護を受け

ることができないもの又はそのような恐怖を有する

ためにその国籍国の保護を受けることを望まないも

の・・・」としています。

　難民条約に加入する時点で既にインドシナ難民対

策が行われていたことから、日本政府はインドシナ

難民に対しては難民認定審査は行わず引き続き受入

れを行うこととしました。

　以来、昭和 53（1978）年から閣議了解をもとに実施

されてきたインドシナ難民の定住受入れと難民条約

加入後の昭和 57（1982）年 1月から国内法に基づいて

認定を行う条約上の難民（条約難民）受入れの２つの

施策が行われていくこととなりました。

　

　（２）条約難民の支援と難民認定申請者の支援

　条約難民をめぐる動きとしては、難民事業本部

は政府の委託を受け、平成 7（1995）年度より、難

民認定申請中の者で生活困窮度が高いものに対する

保護事業を開始しました。さらに、生活困窮度が

高く宿泊場所の確保が困難な難民認定申請者のため

に、緊急宿泊施設を提供することとなり、『E
エ ス フ ラ

SFRA : 

Emergency Shelter For Refugee Applicants』を平成

15（2003）年 12月に開設、運営を開始しました。平成

14（2002）年 8月には、新たに「難民対策について」が

閣議了解され、内閣の下に難民対策連絡調整会議が

設けられ、また、難民条約に基づいた「出入国管理及

び難民認定法」により法務大臣が認定した難民に対

して定住支援策がとられることとなり、平成 15（2003）

年からこれら条約難民とその家族等に対しても、イ

ンドシナ難民と同様、『国際救援センター』において

定住支援を行うこととなりました。

部品加工工場で働くインドシナ難民定住者

条約難民に対する日本語授業
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　『国際救援センター』は平成 18（2006）年３月に閉

所しましたが、難民事業本部は平成 18（2006）年 4月

から、条約難民を対象に日本語教育、生活ガイダン

ス、職業相談・紹介を行う施設として『ＲＨＱ支援セ

ンター』を東京都内に開設し、条約難民の定住支援

事業を行っています。

　昭和 57（1982）年から開始された難民認定制度によ

り認定された条約難民は、平成 22（2010）年末現在

577名となっています。

　３．第三国定住による難民の新たな受入れ

　（１）第三国定住による受入れ

　我が国は、平成 20（2008）年 12月、閣議了解によ

り第三国定住難民受入れの開始を決定しました。こ

れにより、閣議了解に基づき実施されてきたインド

シナ難民の定住受け入れ、国内法に基づいて難民

認定を行う条約上の難民の受入れという 2施策に、

第三国定住という新しい形の難民受入れ施策が加わ

ることとなりました。

　第三国定住とは、難民問題の解決策のうち、自発

的帰還、第一次庇護国への定住と並ぶ恒久的な解決

策のひとつであり、難民キャンプ等で一時的な庇護

を受けた難民を、当初庇護を求めた国から新たに受

入れに合意した第三国に移動させ、長期的な滞在権

利を与えるものです。

　日本政府は、難民対策連絡調整会議において、パ

イロットケースとして、タイのメーラ難民キャンプ

に滞在するミャンマー難民を、平成 22（2010）年度か

ら３年間にわたり毎年約 30人、合計約 90人受け入れ

ることを決定しました。

　（２）第三国定住難民に対する定住支援プログラム

　難民事業本部は、昨年（平成 22年）、日本政府の委

託を受け、第三国定住により受け入れたミャンマー

難民 5家族 27名に対して『RHQ支援センター』におい

て約 6か月間の定住支援プログラムを実施しました。

人々が海外の異国に移住し生活することには、異文

化間のギャップを乗り越え、当該国の文化、社会に

適応していく過程で相当な労苦が伴うものと思われ

ます。第三国定住難民の人たちにとっては、難民キャ

ンプという一般社会から隔絶された特殊な環境下で

長年生活していた状態から一変して、一般社会のシ

ステムに合わせた日常生活を送ること、自分たちは

働きながら子供たちを育て自立生活をするというこ

と、これら自体が乗り越えなければならない困難で

あり、人によっては、非常に高いハードルとなる場

合もあります。

　また、難民キャンプで出生、成育している人も多く、

そもそも来日前には、日本での生活の現実がイメー

2010 年 9 月成田空港に到着した第三国定住難民
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ジしづらい面があります。

　昨年実施した定住支援プログラムでは、こうした

点を考慮して、インドシナ難民、条約難民に対する

プログラムと同様、日本語教育 572時限、生活ガイ

ダンスを 120時限（どちらも 1時限=45分）実施した

ほか、日本の生活に慣れるための生活指導を通訳を

つけて実施しました。朝夕の通所支援や買い物への

同行等をはじめ、難民事業本部が借り上げ、提供し

た宿泊施設における調理、家事全般の指導など日本

の生活サイクルに慣れるよう種々のガイダンスを行

いました。

　第 1陣の第三国定住難民は、定住支援プログラム

修了後の本年（平成 23年）3月、千葉県八街市の農業

法人に 2家族 12名、三重県鈴鹿市の農業法人に 3家

族 15名が受け入れられ、6か月間の職場適応訓練を開

始しました。これら家族に対しては、定住地で新し

い生活を始めるための支援として、訓練先、自治体、

学校、医療機関と連携し、包括的なフォローアップ

を行いました（千葉県の 2家族は職場適応訓練を修了

し、東京へ移転。三重県の 3家族は職場適応訓練修了

後、同法人に正式雇用されました）。

　難民事業本部は、平成 23（2011）年度も引き続き第

三国定住難民の定住支援事業を実施することとなり、

秋に入国した第２陣に対する支援は、第 1陣の受入れ

で培った経験を生かし、着実な自立が図れるよう更

に工夫したプログラムを実施しております。

　４．今後の難民支援

　我が国がインドシナ難民の受け入れを開始してか

ら 33年、難民の認定を開始してから 29年が経過し、

この間、難民事業本部は難民の定住支援を実施して

きており、支援のノウハウなどを蓄積してはいます

が、実際に行う支援は、30年前も現在も、1件毎、難

民 1人毎への対処に大変な時間と労力を要する地道な

努力の積み重ねであることに変わりありません。

　定住に必要な支援には、日本語や生活していく上

で必要な基礎知識を学習するプログラムのほか、日

本社会への定住に向けて、仕事を探す支援、住居を

探す支援、小・中学校や保育所への入学・入園の支援

など多くがありますが、肝要なことは、難民自身が、

『自立した定住』を目標に、周りに依存せず生きてい

くことを理解するように支援していくことです。

　難民の人たちが自分自身で日々の生活を営み、自

らの人生を切り開いていく力を身につけてゆくには、

大変時間がかかる上、精神的な面での支えも必要で

す。また、こうした支援に当たり、定住先の地域住

民や雇用主、自治体、学校等からもご協力をいただ

くことが必要不可欠と考えます。

　難民事業本部は、これまで三十余年にわたり培っ

てきた経験・知見を、今後も難民の人たちへの支援に

最大限生かしていくことが使命であると考えており

ます。そのために弛まぬ努力を続ける所存ですので、

引き続き、ご支援とご協力を賜りますようよろしく

お願いいたします。
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第三国定住による
ミャンマー難民の受入れ

　平成 20（2008）年 12月、日本政府は閣議了解に

より第三国定住という新しい形の難民受入れの開

始を決定し、難民事業本部は、日本政府の委託を

受け、昨年（平成 22年）9月、第三国定住難民 5家

族 27名を研修施設に受け入れ、約 6か月間にわた

り定住支援プログラムを実施しました。

　第三国定住による難民の受入れは、国連難民高

等弁務官事務所（UNHCR）が各国に推奨している

もので、難民問題に関する負担を国際社会におい

て適正に分担するという観点からも重視されてい

ます。

　以下に、今回受け入れ対象となったタイ難民キャ

ンプのミャンマー難民および日本の第三国定住に

よる難民受入れについて、その概略を説明いたし

ます。

１．ミャンマーの人口と民族

　ミャンマーの人口は約 5,217万人と推定されてお

り、ビルマ族が約 70％を占め、その他は少数民族です。

主な民族は、カレン族、シャン族、ラカイン（アカラ

ン）族、モン族、チン族、カチン族、カヤ族等であり、

細かく分けると 135民族とも言われています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２．タイにおけるミャンマー難民の受入れ

（１）難民キャンプの状況

　タイ国内においてミャンマー難民の流入が確認さ

れたのは、昭和 59（1984）年の 9,500人であり、10年

後の平成 6（1994）年には約８倍の 77,000人に増大し

ました。一時 15万人超まで増大した難民人口は、ア

メリカ等が第三国定住による受入れを開始した平成

17（2005）年以降減少し、平成 23（2011）年現在 10万

人を下回っています（UNHCR統計による。）

　今回日本が第三国定住による受入れ対象としたメー

ラ（Mae La）難民キャンプでは、昭和 59（1984）年

に 2,300人の難民が確認され、平成 6（1994）年には

約 6,200人に増大しています。平成 23（2011）年現在

メーラ難民キャンプには、UNHCRの登録済み者が約

30,000人、未登録者が約 20,000人居住しています。

　一時はタイ国側に約 10数か所あった難民キャンプ

は現在 9か所に統合され、難民キャンプ内ではタイの

ローカル NGOや国際 NGOなどが UNHCRと協力し、

食糧、医療、衛生、教育、保健の分野で支援活動を

しています。食糧支援については、関連 NGOを統括

するアンブレラ組織であるタイ－ビルマ国境支援協

会（TBBC:Thailand Burma Border Consortium）が

担当しています。

（２）タイ政府の難民政策

　タイ政府は難民条約を批准していないため、昭和

59（1984）年以降ミャンマーから越境してくる難民を

避難民（DP:Displaced Person）として、タイ語で「一

時避難民収容所」と称する難民キャンプに収容し、

その中で生活することは認めていますが、タイへの

庇護国定住は認めておらず、平成 17（2005）年に第三

国定住を認めるようになるまでは、恒久的解決策は

帰還奨励を原則としていました。

メーラ難民キャンプ
（2011年5月）
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　タイ政府は平成 15（2003）年以降、不法移民に

対する取り締まりを厳しくするとともに、平成 16

（2004）年以降にミャンマーから流入する者は新たに

UNHCRの登録を認めない方針としていましたが、平

成 17（2005）年に至り、UNHCRが主張する緩い基準

に同意し、新たに難民登録を開始しました。

（３）第三国定住による難民受け入れ

　タイ政府は、第三国定住を促進することにより第

三国定住を目的とした新たなミャンマー難民の流入

を招くことを懸念して、これまでは第三国定住によ

る難民の出国を認めていませんでした。しかし、平

成 16（2004）年の初め頃より、アメリカがタイ政府お

よび UNHCRとミャンマー難民の受入れに関して話

し合いを始め、平成 17（2005）年 7月より、タイ政府

はキャンプ滞在者の第三国定住を認めるようになり

ました。

　しかし、現在もミャンマーからの難民の流入が続い

ていること、当面ミャンマーへの帰還が見込まれな

いことから、第三国定住が促進されても、難民の数

が急激に減少することは考えにくい状況にあります。

３．日本における第三国定住による難民の受入れ

（１）日本における第三国定住

　第三国定住とは、UNHCRが各国に推奨しているも

のであり、難民キャンプ等で一時的な庇護を受けた

難民を当初庇護を求めた国から、新たに受入れに合

意した第三国に移動させ、長期的な滞在権利を与え

るものです。

　自発的帰還、第一次庇護国への定住と並ぶ難民問

題の恒久的な解決策のひとつと言われています。

　日本では、国際社会の動向を踏まえ、国際貢献お

よび人道支援の観点から、アジア地域で発生してい

る難民問題に対処するため、平成 20（2008）年 12月、

政府が閣議了解により第三国定住という新しい形の

難民受入れの開始を決定し、平成 22（2010）年から 3

年間、タイのメーラ（Mae La）難民キャンプに滞在

するミャンマー難民を毎年約 30人、合計約 90人を日

本に受け入れることとしました。第三国定住による

難民受入れは、国際社会からも高く評価・注目されて

います。

（２）難民事業本部の取り組み

　難民事業本部は、日本政府の委託を受け、昨年（平

成 22）9月、第三国定住難民 5家族 27名を研修施設に

受け入れ、約 6か月間にわたり定住支援プログラム

を実施しました。日本社会に全くなじみのない成人、

児童・生徒、乳幼児からなるミャンマー難民に対する

定住支援プログラムとして、入国直後から約 180日間

にわたり、安全で健康な生活を営むための生活指導、

能力別に応じたきめの細かい日本語教育、社会生活

適応指導、学校入学適応、保育、就職相談を実施し、

さらに、プログラム修了に向けた、就職、入学、住

居探し、転居の支援を行いました。プログラム修了

後は、難民、雇用主、地方自治体、学校、医療機関

などからの相談に対応して、地域社会との連携を図

り、難民の定住を総合的に支援しています。

職場見学の授業で農業法人を訪問



58

難民支援事業
関西支部の概況

　関西支部では、従来と変わらずインドシナ難民、

特にベトナム出身者から多くの相談が寄せられて

いますが、難民認定申請者からの要望は増加を続

けています。

　日本で難民認定申請する人の数は、全国的には

減少傾向ですが、名古屋での申請は増加を続けて

います。難民認定申請者への援助事業も年々ニー

ズが高まっており、中部地方から中国地方に居住

する 18か国の申請者に保護費の支給を行っていま

す。愛知県からの支援要請の増加に対応するため、

名古屋国際センターにおいて平成 21年 4月に開設

した難民相談窓口の開設日を今春より月 3回（従前

は月 2回）に増設して対応しています。

　難民相談においては、景気の低迷を反映して生

活保護の相談が多いほか、難民であるために提出

書類が揃わないなどの理由で婚姻手続きに関する

相談も増えています。また、高校、大学進学に際

して学費の工面が難しいケースがあり、奨学金や

費用に関わる相談も多く寄せられています。

　医療関係では、難民定住者の自立が進んだこと

により、軽症の疾病についてはほとんど相談があ

りませんが、癌等の重篤な病気や精神疾患などの

相談は継続的なフォローアップを必要とするほか、

新規の事案が後を絶ちません。医療機関だけでな

く、福祉、介護等の機関と連携が必要なことも多く、

身体障害など、専門の機関での長期にわたる支援

が必要な事例も少なくありません。

　職業相談においては、これまでベトナム難民定

住者が相談者の大半を占めていましたが、就労資

格を付与された難民認定申請者からの相談が増加

し過半数を超えるようになりました。給与の遅配

や不払いの相談が多く、労災や各種社会保険の相

関西支部長代行　中 尾 秀 一

難民相談窓口（名古屋国際センター）

14 年目を迎えた連続セミナー「わたしたちの難民問題」
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関西支部の概況

談も寄せられています。福祉事務所、雇用安定機

関等と連携し、就労支援も行っていますが、雇用

情勢の厳しい状況が続いており、就労に至るまで

に長期の支援が必要なケースもあります。

　また、就労機会を得るためには、日本語が出来

ることが必須となっているのが現状です。求職者

には積極的に日本語学習を勧めており、居住地に

近い無料、もしくは低廉な料金で学べる日本語教

室の紹介を行っています。日本語を学びたいとい

う難民認定申請者からの相談が増加しており、こ

れら申請者が大阪府、愛知県等に点在しているた

め、広範囲の情報収集と関係機関との連携構築が

必要となっています。

　広報・啓発については、難民支援の現状や取り

組みを知っていただき、難民支援事業に対する理

解を促進する目的で、難民の定住に不可欠な地域

社会の理解を得るために、セミナー等の啓発事業

も継続して行っています。兵庫県教育委員会、神

戸市教育委員会、JICA兵庫、神戸 YMCA、PHD

協会と共催している教員向けのセミナーは 8年目

を迎え、学校で難民問題を学習してもらえるよう

に教案や教材について情報提供を行っています。

　海外、国内の難民問題の現状について聞き、“わ

たしたち自身にできることは何か考える”セミナー

「わたしたちの難民問題」は、共催団体、運営委員、

熱心な参加者に支えられ平成 9年以来 14期目を迎

えました。

　関西支部は、難民定住者の更なる自立のために、

関係機関、支援団体、難民コミュニティー等と連

携して、これからも努力していきたいと思います。

「雇用促進協議会」を開催し、職業安定、福祉、住宅等の機関と連携

「第 8 回多文化共生のための
国際理解教育・開発教育セミナー」開催
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難民支援事業
RHQ 支援センターの概況

施設長　保 坂 英 博

　RHQ 支援センターは本年度、4 月に第 11 期生と

して昼間半年コース 16 家族 23 名、夜間通年コース

6 家族 6 名、9 月末に第 12 期生として第三国定住難

民コース 4 家族 18 名を受け入れ、日本語教育、生活

ガイダンス授業、就職斡旋を行っています。平成 18

（2006）年 4 月の開設以来、受入れ人数の累計は 8 カ

国 206 名となります。

　１．条約難民の受入れ

（１）日本語教育

　日本語教育は、日本社会で自立した生活を営むた

めに必要な日本語力を身につけるため、①日常生活

を営むために必要な基礎日本語力、②職場生活（学

校生活）を円満に行うために必要な、日本語の聞く・

話す・読む・書く基礎能力、③日常生活を円滑に行

うために必要な日本人社会における生活様式、社会

習慣等についての基礎的な知識の習得を目標として

572 時限（1 時限 =45 分）のカリキュラムを実施しま

した。また、能力別に編成したクラスで専任の講師

陣が指導を行いました。

（２）生活ガイダンス     

　生活ガイダンス授業は、「暮らしの情報」、「健康情

報」、「日本事情」、「仕事の情報」、「地域の情報」等

120 時限の授業を実施しています。「暮らしの情報」

では消防署に出向いて通報訓練を実施する授業があ

りますが、この授業を受けた数日後、今期入所中の

妻が脳梗塞で倒れた事態に夫が直ぐに自分で消防署

へ 119 番通報し救急搬送を頼んだことで一命を取り

留めるという、授業での経験が直ちに生かされた事

例がありました。その後、その妻はリハビリ入院を

経て授業に復帰することができました。「健康情報」

では地元自治体から保健師、栄養士、薬剤師を講師

として派遣していただき、感染症や歯の健康、薬の

知識、栄養バランス等についての講義を実施しまし

た。また「地域の情報」として地元町内会との七夕

交流会を実施し、浴衣を着せていただいたり、盆踊

りを教わったり、短冊に願い事を書いて笹に結んだ

りと貴重な体験をさせていただきました。

日本語授業風景 地元町内会との七夕交流会
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RHQ支援センターの概況

（３）職業紹介

　センターは無料職業紹介所の資格を得ており、専

門の相談員が、入所者の就職相談を実施し、希望者

には職業斡旋を行うとともに、定住した難民の再就

職や、労働問題の相談にものっています。

　２．第三国定住難民の受入れ

　これは、日本政府の決定（平成 20（2008）年 12 月

16 日付閣議了解）に基づく第三国定住事業のパイロッ

トケースとして実施しているものです。　

＜第 1 陣の修了＞

　平成 23（2011）年 3 月 9 日、第 1 陣は定住難民プロ

グラムの修了式を行いました。同月中に、千葉県八

街市の農業法人に 2 家族が、三重県鈴鹿市の農業法

人に 3 家族が受け入れられ、6 か月の職場適応訓練を

開始しました。また、これら家族が、定住先の地域

で生活を立ち上げていくための支援として、事業所、

自治体、学校、医療機関と連携し、包括的にフォロー

アップを行うとともに近隣住民に対して定住難民の

説明を実施し理解の促進に努めました。（千葉県の 2

家族は職場適応訓練を修了し、東京へ移転。三重県

の 3 家族は職場適応訓練修了後、同法人に正式雇用

されました。）

＜第 2 陣の受入れ＞

　第 2 陣 4 家族 18 名は平成 23（2011）年 9 月 29 日、

成田空港に到着の後、都内の宿泊施設に入所しまし

た。入国直後の生活オリエンテーションでは、宿泊

施設の利用の仕方、交通安全、家電製品、電話の使

い方などの講習のほか、健康診断や外国人登録等の

手続も行いました。

　10 月 11 日には、開講式を開催しました。関係省庁、

国際機関、自治体から列席者を前に第三国定住難民

の代表から「日本語を勉強し、早く、皆さんと話が

できるようになりたい。どんな仕事でも頑張りたい。」

とカレン語で力強いスピーチがありました。

　来年 3 月 2 日の定住支援プログラムの修了まで 6

か月間、難民の人たちに積極的にプログラムに取り

組んでいただけるよう、職員一同努めて参ります。

第三国定住難民第 2 陣の到着

第 12 期第三国定住難民コース開講式
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難民支援事業
相談員
の声 難民相談員として

本部事務所　難民相談員　川田　美智子

　難民相談窓口に寄せられる相談者からの声は多

様で複雑です。住居、就労、医療、家族問題など、

相談内容が多岐に渡るだけでなく、相談者各々の

国籍、民族、宗教、言語が異なる上、インドシナ

難民、条約難民あるいは難民認定申請中の者であ

るかによって在留資格が異なり、過去の類似ケー

スを参考にできないことも多いからです。

　私が相談員として担当するのは、主に英語もし

くはフランス語を話す条約難民と難民認定申請者

ですが、時に通訳支援や情報提供のみでは簡単に

解決できない相談が寄せられます。とりわけ難民

認定申請者の場合、在留資格によって日本での活

動内容と国民健康保険などの享受できる社会資源

に制限があるため、私たちが提供できる支援にも

限界があります。しかし、そのような場合でも、

私は相談員として相談者と対等な関係性を築きつ

つ、相談者に不足している情報の提供や助言をし、

自立心や意欲を引き出すような働きかけを心掛け

ています。

　例えば、医療相談では、母国で HIVに感染し、

入国後に診察を受けて初めて感染を知ったという、

難民認定申請者の受診に関わることがありました。

申請者自身が、言葉や習慣の違い、医療知識の不

足に加え、診察の医師の短い説明では、病気や治

療の正しい理解が及ばず、結果として、病状が悪

化してしまったのです。このケースで私は、医師

や医療ソーシャルワーカーに相談者の背景を理解

してもらうよう働きかけ、連携して、相談者に正

しい病識を促すことをしました。結果的に相談者

の誤った病気や治療への概念とそれにもとづく不

安を軽減することが出来、治療に前向きに取り組

むまでになりました。また、在留資格のない難民

認定申請者のケースは制度上困難であることは理

解しつつも、医療を受ける必要のあるケースに関

しては、国民健康保険の加入や自立支援医療の適

用の可否について、個別の状況を勘案してもらえ

るよう自治体に相談しています。私はこれからも

個々の難民の背景を考慮した関わり方を心掛け、

公共機関や医療機関をはじめ NGOや民間団体など

とも連携しつつ、難民支援に結びつくような社会

資源を開拓していきたいと思います。
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相談員の声

相談員
の声 姫路相談窓口からの報告

関西支部　難民相談員　増田　ひろ子

　兵庫県姫路市は、1996年まで 16年間にわたりイ

ンドシナ難民の方を対象とした定住促進センター

が設置されていたという背景からベトナム人居住

者が多く、同市には 1,639名（2010年 12月現在）が

外国人登録をしています。難民事業本部では毎週

火曜日に難民定住者向けの相談窓口を姫路市役所

に設置し、主にベトナム難民定住者及びその家族

からの相談に対応しています。

　姫路市に日本で最初の定住促進センターが設置

されてから 30年以上が経過し、コミュニティーを

中心とした難民定住者の自立は進んできています。

しかし、難民であるが故に生じる問題や、重篤な

疾病に係る問題など、自己解決できない問題も依

然多く、専門的かつ長期的な支援が求められます。

特にインドシナ難民は、受入れの経緯から難民条

約に基づいた認定を受けていないため、帰化や結

婚の手続きの際に国籍に係る問題を抱えることが

少なくありません。

　Nさんは、ベトナム難民の両親の元に本邦にて

出生しました。就職を機に帰化申請をしようとし

たところ、法務局より国籍証明書の提出を求めら

れました。しかし、両親はボートピープルとして

ベトナムを脱出していたため、同国政府に Nさん

の出生を届け出ませんでした。したがって、Nさ

んはベトナム政府より国籍証明書の発給を受ける

ことができず、どうすればよいかと窓口に相談が

寄せられました。私は、法務局に申述書を提出す

ることや、申述書を作成する際に国籍証明書を取

得できない事情を具体的に書くよう助言するなど

の支援を行い、Nさんは無事に日本国籍を取得す

ることができました。

　Nさんのように、難民であるが故に生じる問題

は二世三世に亘ります。今後も、相談者の気持ち

に寄り添い自立の一助を担うことができたらと考

えています。

難民相談窓口（姫路市役所内）
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難民支援事業
相談員
の声 多様化する相談内容

関西支部　職業相談員　小幡　裕子

　関西支部の職業相談員は、愛知県以西に住む難

民定住者とその家族及び難民認定申請者の職業相

談を担当しています。

　ここ一年間に寄せられた職業相談には、相談内

容や相談者の居住地に、若干変化が見られます。

これまでは主に姫路、神戸、八尾に定住するイン

ドシナ難民定住者からの、製造業従事者や製造業

への就職を希望する人からの離転職、労働相談が

ほとんどでした。しかし、難民、難民認定申請者

を取り巻く雇用環境の変化を受け、関西支部で受

ける相談内容の傾向も多様化してきています。

　例えば、インドシナ難民定住者からの相談では、

生活保護受給者や刑務所出所者が支援者を介して

関西支部に相談を寄せるケースが数件ありました。

依然、精神疾患を抱える人や高齢者の求職も少な

くありません。日本人同様、このような人たちは

労働市場において劣勢な立場にあり、日本語能力

の不足という外国人特有の課題も就職に結びつき

にくい要因になっています。

　また、条約難民や難民認定申請者に関わる労働

相談、就職相談としては、事業所の受入体制不備

に係る相談や労災相談、ホワイトカラー職種や起

業を志す人からの相談がありました。これら相談

者の居住地は、東は愛知県豊田市から西は鳥取県

倉吉市まで広範囲に及びます。

　このように居住地、国籍、在留資格が多岐にわ

たる相談者から、就職、労働相談など多様な相談

が寄せられるようになり、関西支部としてもより

多様な対応が求められるようになりました。関西

支部では、難民相談員、日本語教育相談員、就職

相談員が連携するするとともに、各種専門機関に

助言を受けながら、相談者一人ひとりに合わせた

アドバイスを行っています。職業相談員としては、

個々に合った支援を適切に行う難しさを痛感する

毎日ですが、行政機関が実施する研修や訓練受講

を相談者に勧めるなど、高難度求職者や外国人求

職者を専門的に援助する機関とのネットワークを

構築しつつ、ノウハウの蓄積に一層勤しんでいく

所存です。
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相談員の声

相談員
の声 真の支援を目指して

RHQ 支援センター　日本語教育相談員　津田　訓江

　自立、支援といった言葉を年々耳にすることが多
くなってきたと思うのですが、支援の立場にあって
ふと思うことがあります。真の自立、意義ある支援
とは、一体何かと。
　難民として定住した方たちから日本語教育相談員
に寄せられる相談も私がこの任を拝命してから 7年半
の間に少しずつ変化してきたのを感じています。学
齢期のお子さんの小、中、高校への入学や編入学関
係の相談も確実に増えているのですが、それ以上に、
大学、大学院への入学機会を求める相談が目立って
きている点です。
　大学進学の相談を受けると、次の 4つの点を順次確
認しているのですが、そのどれもが重い課題である
ことを痛感しています。
その 1　日本語力が十分か
その 2　母国において入学に足りる学習をしているか
その 3　学費、生活費の設計ができているか、できそ
　　　 うか
その 4　本人と保護者がなぜ進学を指しているのか
　とくに、10代で来日した相談者は、この 4点のいず
れにも問題を抱えているのが現実です。中でも最近
とみに気になるのがその 4です。実は第 1番目に位置
させなければならないかもしれません。
　定住してから年数の経った親御さんでも、日本の
教育システム、近年の就職事情がしっかり理解でき
ていない方たちがほとんどです。母国と同じく、大
学や大学院に行くこと自体がエリート的であり、そ
の後に就職、生活の安定があるはずだと信じて、夢
を子どもに託しているのです。ましてや滞日年数の
少ない本人は、親に言われるがまま、あるいは、何
となくぼんやりと大学に行けば何とかなるというぐ
らいの状態であるのが少なくありません。
　親御さんの話を聞きながら、確か日本もかつてそ
うだったはずと、何か今日本が失っているものを感
じてしまうのですが、しかし、相談員の役目はまず
日本の現実をきちんと伝えることです。そして、本
人と親御さんがそれを理解した上で、今大学に進学
することが自分たちにとって真に意味あるものと捉

えられるかどうかを改めて確認してもらわなければ
なりません。
　これまでも、よくよく話していると、実は本人も
仕事に直結した学習、訓練を受けられる学校が希望
なのだと分かり、日本語学校を経て、専門学校への
道を進んだケースがあります。家族の生活基盤が整
うまでもう少し大学進学の機会を延ばすことを決め
たケースもあります。
　その 4で見極めた、それでも大学に進学したいとい
う一途な思いは、非常に大きな力となります。1から
3も、一つひとつが非常に重い問題なのですが、進学
の夢が絵空事ではない、しっかりと現実を踏まえた
ものであるなら、それらは徐々に解決への扉を開い
てくれます。
　たとえば、来日後 RHQ支援センターの学習を経て、
さらに授業料減免措置を受けて日本語学校に進学し、
その後 UNHCRと 3大学が連携して行っている難民高
等教育プログラムに合格して、無償の大学進学を果
たした相談者が複数います。彼らの、高い学業を積
み、社会に資する人間になりたいと熱く語った言葉
は、今も耳に残っています。
　相談者が誇りを持って生活していくことが真の自
立と言えるなら、相談者がその道を一日も早く切り
開けるようにと心で祈りつつ、必要な情報を提供し
たり、不可欠な事実確認の問い掛けをしたり、ある
いは助言をしたりしつつ、見守っていくことが真の
支援と言えるかもしれません。
　ただ、この真の支援は、決してひとりの日本語教
育相談員でできることではなく、同じ難民事業本部
の中にあっては、職業、生活、母語に関わる他の相
談員との密接な情報交換が欠かせませんし、外にあっ
ては、学校の先生方、自治体や国際交流協会等の支
援組織の方々、学校外で活動されるボランティアの
方々、相談者の隣家の方々との連携が非常に大切だ
と思っています。
　こうした輪と和の中にあって、初めて相談者によ
り良い道が開けていくものと私は固く信じつつ、任
を全うしたいと思っています。
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難民支援事業
難民定住者
の声

ボ ボ サン（ミャンマー）

筆者のボ ボ サンさん2011年RHQ支援センター退所
飲食店勤務（調理兼ホールスタッフ）

前の私 いまの私 これからの私
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難民定住者の声

難民定住者
の声

＜日本定住まで＞
　私は 1983年に日本に定住資格を得て入国しました。
その 1年前タイ国にカンボジアから単身逃げ込みカオ
イダンキャンプに入りました。
　現在多くの日本人がカンボジアに行き、ボランティ
ア活動をして下さって、その貧しさに驚嘆してきま
す。しかし私がいた当時は貧しさというより国がメ
チャメチャでした。小学校が終わった頃、ポルポト政
権下に入り教育を受ける機会を奪われました。だか
ら中学校の勉強もまともに受けることができなかっ
たのです。
　日本に来て大和定住促進センターで 4か月間の日本
語学習の機会を与えていただきました。私は勉強の
機会が又戻って来たことを心から嬉しく思いました。
4か月後にセンターを退所した後、埼玉県の会社に就
職することができました。最初に関った会社は自動
車部品の会社です。その後仲間が多くいる大和市に
来てロボット開発の会社に転職しました。
　ここで私は機械の設計の指導を徹底的に仕込んで
いただき、図面の読み方、作図もできるまでになり
ました。

＜日本語の学び方＞　
　しかし、ここまで来るには日本語の勉強を欠かすこ
とができませんでした。4か月の学習を終えた後、日
本で生活するためには日本人並みの日本語力を獲得
しなければなりません。私が考えたことは小学生が
国語を習う仕方で学ぶことです。一人決意して、書
店であらゆる種類の国語の教科書を買い漁りました。
そして仕事から帰って 3時間ほど単独で日本語の勉強
に励みました。辛いことはなく楽しんで勉強しまし
た。実はこのやり方でカンボジアでも学校へ行けな
い時、英語を独学していたのです。1年生の教科書は
1年かかるわけでなくどんどん 2年生、3年生と早く進
み教科書を買い続け学びました。入国してほぼ 1年く
らいで日本語に自信がつきました。

＜社会性を身につけること＞
　日本語ができるようになると同時に同国人がさま
ざまなことを頼みに来ました。病院へ一緒に行って
ほしい、会社でこんなことがあった、話について来
てほしいなど問題がたくさん寄せられました。
　私は病院での話し合い、会社での話し合いの中で、
いかに私たちカンボジア人が日本での生活の規則を
知らず、社会性に欠けているということに思い当り
ました。はっきり言えば、みなこちら側に問題があっ
たのです。例えば会社がひどいことを言ってきた！と
ショックを受けた同国人の付き添いをして行ってみ
ると、会社からの提案はとても常識的なもので怒る

筋合いのものではなかったということばかりでした。
　やはり異国で暮す私たちは、いつも自分たちはい
じめを受けるのではないか、ごまかされるのではな
いかという不安の中にいるのです。しかしそういう
ことを同国人から説明されると納得し、気持ちがお
さまるということがあります。
　病院への医療費の不払い、国民健康保険の未納な
どの件もきちんと対応するようにどれほど説明して
きたかわかりません。そうしてだんだんとそういう
ルールに対し、理解するようになると、そうしたルー
ルがどれほど社会生活に大切かを同国人同士共に学
び合うことができました。
　私は 1997年に母国へ帰国し、結婚をしました。日
本は書類の国ですから、そうした書類をきちんと揃
えることで私の妻は申請後 1週間で在留資格認定証が
発給され、12月に申請したにも関らず同月内に妻は入
国することができました。

＜クメール語教室＞
　結婚後、子どもが 2人になり生活が安定してきた時、
子どもたちが日本語だけの生活になることにふと疑
問を持ちました。母国カンボジアに帰った時きちんと
母国語を話してほしいと思いました。6年前、カンボ
ジアの子どもたちに母語教室を開こうと、その当時ボ
ランティアなどで出入りしていた、さがみはら国際
交流ラウンジに相談したところ、毎週土曜日にクメー
ル語教室のための場を借りることができました。
　当初同じような考えの親の協力で 10人ほどの子ど
もが集まりました。日本に来ているカンボジア人の
親はポルポトの時代を経ていることもあり教育の機
会がなく母語も読み書きできない人もいます。しか
しカンボジア人の子としてカンボジア語を話してほ
しいと誰もが思っていました。子どもの送り迎えは
親がするという約束で母語教室を始めました。私は
小学生ぐらいになりある程度日本語が身についてか
ら別の言語を習得することが良いと考えました。
　現在はその子どもたちが中学生になり、学校の勉
強とのバランスを考え、今は同じラウンジで学習補
講の教室に通ってくれています。
　私のクメール語教室は現在も続いていますが、いつ
の間にか日本人向けになっています。日本人で NPO
活動のためカンボジアに行く人、観光でカンボジア
へ行く人たちのための期間集中講座を頼まれて主催
したことがあり、そのつながりで今も教室で勉強し
たいという人たちに教えています。
　また、私が必ず土曜日午前中ここにいるというこ
とで、何か相談がある度に安心して同国人が来てく
れるので、いろいろな意味で私は使命感のようなも
のを感じながらこの時間を大切にしています。

高橋　来（カンボジア）

1983年大和定住促進センター退所
タイ難民キャンプを経て来日
会社員

高橋さんが開いているクメール
語教室の活動風景（筆者の高橋
来さん（右））

クメール語教室を主宰して
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難民支援事業
難民定住者
の声 息子たちとのマイホーム

＜平和なひととき＞
　日本に定住し秦野市に住んで二十数年になります。
秦野の県営住宅に長く住んだ後 8年前一戸建て住宅を
購入しました。小さな庭ですがラオス料理に欠かせ
ない野菜を育てることが出来、ますますラオス料理
を作ることが楽しみです。今年の夏もなすやいんげ
ん、ハーブ、大きな冬瓜などがたくさんとれました。
　一戸建ての我が家は、息子２人の協力を得て家族
３人で力を合わせて買うことができました。庭で野
菜の世話をしている時、今までの自分の過ごした波
乱だった遠い過去がしみじみ思い出され、今このよ
うに平和で穏やかな生活ができていることをありが
たいことと身に沁みて感じています。

＜生活を始めたころ＞
　ラオスの政変後、私たち家族の生活は一変、死に
物狂いでタイのノンカイキャンプに入り、日本に定
住することが決まった時安堵ばかりではなく、夫と
自分はまだ若く、1歳と 10か月の 2人の息子を抱えて
の入国だったのでただ必死でした。
　しかし日本での生活には大きな期待をもっていま
した。一生懸命仕事をして日本で子どもを育てよう
と夢を持っていました。姫路センターを退所した後
は名古屋で就職しました。夫は仕事がありましたが、
私はまだ子どもが小さかったので正規の就職は難し
く、なんとかできる仕事はないかと考え、夫の出勤
前なら大丈夫と思い朝の新聞配達をしました。今思
えば自分でもよくできたと思いますが、当時は若さ
があったのと何でもする覚悟がありました。
　残念なことに一緒に入国した夫とは生活上の意見
が合わなくなり、他の問題もあって離婚しました。
その時夫は「お前に 2人の子どもを育てられるわけが
ない」と言って出て行きました。私はその言葉がずっ
と忘れられませんでした。その後私たちは引っ越し、
神奈川県秦野市で電気部品の会社に勤め、必死で働
きました。いつの間にか二十数年一つの会社に勤め
たのです。平成 9年、勤続年数や勤務態度等が評価さ
れることとなり、雇用開発協会より表彰状をもらう
ように言われ、東京へ出てお祝いを受けたこともあ
り大変驚きました。

＜子育てとラオス料理＞
　会社の仕事に責任が出てきた時期、2人の息子は思
春期でした。長男は特別反抗的なこともありません
でしたが、次男が中学の時、喫煙したことが学校で
発覚、大変ショックでした。息子が悪い道に走って
しまったら別れた夫の言ったとおりになってしまう
と必死な気持ちでした。

　「煙草を吸うならもうお母さんと一緒に暮らせな
い、お父さんのところへ行ってもらう」と宣言しま
した。そして学校の先生と常に連絡を取り合い、また、
家ではラオス料理を、どんなに忙しくても息子たち
の美味しそうに食べる様子を見ながら作りました。
　次男はそれ以来心配をかけるようなことはしなく
なりました。ある時お母さんへプレゼントだと言っ
て「NO SMOKING」と書いたプレートを買って来て
飾り、これをプレゼントするのはこの約束を破らな
いためだよ、と言ったことが今でもうれしくてたま
りません。こういうなんでもないようなことの積み
重ねがあって、今は本当に幸せだと思えるのです。
　子育て期間で気を付けたことは、どんなに仕事が
忙しくても、時間がなくても、息子たちが喜んで食
べる『料理』に手は抜かないということでした。おか
げで息子たちはラオス料理が大好きで常備食の調理
辛味噌などは、大人になった今でも切れると作って
と要求します。家庭の味をしっかり持っている子は
どんな問題があっても大丈夫と私なりに思いました。
同国人からもラオス料理作りにはいつも声をかけて
もらっています。秦野市の同国人たちとの交流や市
からの依頼で国際交流のためのイベントなどでずっ
とラオス料理作りをしてきました。
　子どもたちもそれぞれ成人になり、会社員として
関西や東京を走り回る生活になりました。その一方
で、私は時間に余裕が出来ました。

＜第 2の夢＞
　現在の仕事は勤務時間が朝 7時から夕方 4時です。
終了時間が早いため息子たちが帰るまでつい食べ過
ぎてしまったり、TVを観てのんびりしすぎて太って
しまったので、夜 6時から 10時まで近所のお菓子製
造の会社でパートをすることにしました。勤め始め
たら体を動かすことで良く睡眠がとれるようになり
良いことづくめです。
　定年まで元気で働けた
ら息子たちにこの家を譲
り、その後はラオスで
軽食喫茶みたいなものを
やってみたいという夢を
持っています。

1981年姫路定住促進センター退所
タイ難民キャンプを経て来日
会社員、ラオス人協会秦野支部相談役

ポンプラスート ナンチャンスック（ラオス）

筆者のナンチャンスック
さんと息子さんたちとの
マイホーム
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＜日本に定住してからの夢＞
　東京の霞ヶ関（三田線では内幸町）、プレスセンター
ビルそばの高層ビル「飯野ビル」B1のレストラン街に
本格ベトナム料理の店「Yellow Bamboo」が 11月 1日
にオープンしました。
　「日本に本格ベトナム料理の店を出したい」という
夢を持ち始めて十数年の時を待ちました。そして、よ
うやくその夢が現実になりました。

＜沖縄の漁船から救いの手＞
　日本に入国したのは 1983年。フィリピン沖で漂流
中の私たちの乗ったボートが沖縄の漁船に救助され、
その漁船から日本政府へ通告によって日本への上陸
が叶ったのです。その時私はまだ十代でしたが、その
時から日本への恩を一時たりとも忘れたことはあり
ません。上陸後、大村難民一時レセプションセンター
で一時庇護を受けたものの日本への定住が決まった
わけではありませんでした。私たちの同乗したボート
のベトナム人の多くは日本への定住を想定していま
せんでした。米国行きが多くの者の希望でした。しか
し私はこの時既に日本への定住をたった一人で決め
ていました。漂流中の私たちをすぐ救助してくれて、
日本政府の許可の元にこのセンターへの入所の手は
ずが決まったということで、日本が救いの神だとい
う想いでいっぱいでした。この頃の日本に関する知
識は「トラトラトラ」という映画での非常に勇気のあ
る『侍』の印象だけでした。
　
＜第二の救いの手＞
　大村難民一時レセプションセンターの後、国際救援
センターで日本語を 6か月間学び、その後センターか
らの紹介でプリント基板の会社に就職しました。十代
という若い年齢のため仕事の吸収が早かったことも
あり、どんな機械でもどんな部署でもひととおりの仕
事をあっという間に覚え、楽しくてしかたがありませ
んでした。いつしか私は会社になくてはならない存在
だと言われ、指導的な立場になっていました。その年
齢にしては給料も大変高額でした。そうした充実して
いた日々の中でアジア福祉教育財団が主催する『日本
定住難民とのつどい』があったので仲間との出会いを
楽しみに出席しました。ところが大入り満員で席は無
く、しかたがなく一人階段に腰掛けて催し物に見入っ
ていたところ、声をかけられましたのが聖心女子大
学のシスターでした。私の経歴を聞いてある人が紹
介してくれたのです。そのご縁で犬養道子氏から高
校進学を勧められ、犬養道子基金の奨学金で暁星国
際高校へ入学できたのです。
　その後は麗澤大学への進学も叶いました。難民と
して日本にいる私たちだからこそすべきことは何か

と考え、大学で「難民研究会」を立ち上げました。ラ
オス難民でもある竹原ウドム教授が顧問を引き受け
てくださり、映画の上映会などを行い、学生をはじ
めマスコミ関係の方まで『難民』についてずいぶん理
解してもらうことが出来ました。

＜ベトナム駐在員＞
　大学を出たあと米国行きを考えながら国際救援セ
ンターで通訳ボランティアをしていた折、偶然にサ
ンテック（株式会社サンヨーの関連企業）の関係者が
ベトナム駐在員の募集のためセンターを訪ねてきま
した。
　この時に私に白羽の矢が立ち私はその人と会った
のです。大変誠実な感じを受けたので私は駐在員と
してその会社に就職することにしました。1年間日本
の現場で電機設備などのノウハウを身に付けて、ベ
トナム駐在に備え日本国籍を取得しベトナム勤務に
なりました。
　ベトナムでは駐在員としての仕事を全うしながら、
私は自分の将来のことを考えていました。日本に戻っ
たら会社員として一生を終わることも良い、しかし自
分にはベトナム人としての血が流れている、何かでき
ないかとも考えていました。そしていつしか、本当
に美味しいベトナム料理を日本人に紹介したい、と
の思いが募り始めました。
　「そうだ！日本のベトナム料理はどうしても日本人
の口に合わせている物だから本当のベトナム料理と
は言えない。本物のベトナム料理はこれだ！という
物で勝負したい」と。

＜夢の実現＞
　駐在員として６年の任期を終え、私はその会社を
辞め、それからはベトナム料理店の開店のためにア
ルバイトに心血を注ぎました。
　料理店を立ち上げるまでの準備期間に、様々なア
ルバイト先で接客、仕入れ、飲食店を開店させるノ
ウハウ、在庫管理などを勉強しました。
　そうして昨年、大森駅そばのビルに念願の Yellow 
Bambooを開店することができました。その矢先、と
ある大手ビル会社の役員会が私の店で開かれました。
出席者から霞ヶ関への進出を強く勧められ、私とし
ては「清水の舞台から飛び降りる」覚悟で移転を決意
しました。新築のビルなので料理や内装など全てにお
いてグレードアップも試み、ベトナムから一流ホテル
の総料理長を招聘しました。店内も店名にちなんで
竹材を用いた装飾を施し、ベトナムの風流な装いに
しました。日本の方に、この店で『本物ベトナム料理』
を堪能してほしいと願っています。

南　雅和（ベトナム）

1984年国際救援センター退所
ボートピープルとして来日
アジアサービス株式会社代表取締役

念願のベトナム料理店をオープン

筆者の南さんが経営する新オープンの
ベトナム料理店「Yellow Bamboo」にて
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　私は、カンボジア国籍の吉田源一と言います。1984
年にベトナムのホーチミンで生まれました。
　子供の頃は、両親と弟と 4人で暮らし、とても幸せ
な家族でした。しかし、私が 9歳の時に、両親が離婚し、
私と母と弟と 3人で母の実家で暮らすようになりまし
た。その時から、母は朝から晩まで働くようになり、
その代わりに私が弟の面倒をみるようになりました。
私たち兄弟は、午前中はベトナムの学校に行ってベト
ナム語を学び、午後は中国語の学校に行って中国語を
学び、母と会えるのは夜の短い時間でしかありません
でした。このような日々は何年間も続き、ある日、母
から日本に行きましょうと告げられ、日本？と聞いた
時、何処の国なんだろう、日本語が全く話せないのに、
大丈夫なのかなととても不安でした。でも、母は日本
はとてもいい国なので心配しなくても大丈夫だよ。と、
とても力強く話しました。
　このようにして、私たちは 1998年の 6月におばの呼
び寄せで日本にやって来ました。東京都品川区にある
国際救援センターに入り、6ヶ月間そこで生活し、日
本語を勉強しないといけないと日本に来る前から、母
に聞かされていました。国際救援センターと聞いた時、
私は映画で観た難民センターと同じように、一人一台
のベットしか貰えず、狭いスペースで何十人も一緒に
暮らすような場所だと思い込んでいました。正直に話
すと国際救援センターに入るまで、すごく不安でした。
でも、品川にある国際救援センターに入ってみると、
私の考えていた難民センターと全く違っていました。
一家族一部屋で、毎日美味しい物を食べられて、何よ
りもセンター内の先生方や職員の方々がとても優し
く、何から何まで、丁寧に教えていただきました。そ
の時、私が思ったのは日本ってなんて素晴しい国なん
だろう、私が大人になったら、日本の社会に、貢献で
きるようにして、少しでも、日本国に恩返しできるよ
うにしたいと一生懸命に勉強することを決めました。
　このように、国際救援センターでとても、とても、
楽しい 6ヶ月間が過ぎ、日本での生活がスタートしま
した。
　中学生になると、勉強はもちろん、クラス委員になっ
て、周りのクラスメイトをまとめ、部活ではサッカー
部に入部し、部長としてチームをまとめていました。
また、部内で私だけが市のブロック選抜に選ばれ、市
代表として活躍していました。また、勉強の面でも、
いい高校に進学できるために、小学校の時よりも一生
懸命に勉強していました。このようにして、私は 3年
間部活と勉強の両立をやり遂げることができました。
また、一生懸命に勉強した結果、地元で上位から二番
目の高校に進学することができました。
　高校卒業後、日本は自動車大国なので車の知識や技
術を学んで就職しようと決心し、私が選んだのが神
奈川県横浜市にある日産横浜自動車大学です。2年間、
自動車に関する知識や整備の技術について学び、卒業
後国家試験を受けて、受かれば二級自動車整備士とい
う資格が取得できます。
　手に職を付けるといっても、私は生まれたときから

一回も工具を持ったこともないし、車に関してもただ
格好いいと思うだけで、中身に関しては全然詳しくな
かったです。入学するまでは、かなり不安でしようが
なかったです。何回も、何回も、諦めようとしていま
した。でも、これから生きていくためにも、少しでも
良い生活が送れるようにするためにもここで逃げては
いけないと入学を決意しました。
　入学当初はやはり私が思っていたとおりで、凄く大
変でした。授業で簡単なネジの締め外しに対しても、
締める方向や緩める方向も分からず苦戦していまし
た。また、学科の授業でも、車の簡単な部品の名称も
分からず、最初は先生が何をしているのか全く理解で
きませんでした。
　学科の授業も、技術の授業も、周りの友達に付いて
いけず、悔しくて何回も涙を流したことを今でも覚え
ています。
　そこで私が思ったのは、周りの友達に負けている理
由として、今まで工具を使ったことがないため工具の
使い方に慣れていないのと、車に対しても全く詳しく
ないからです。でも、私はそれらを言い訳の理由とし
て捉えるのではなく、工具を使えないから周りの友達
よりも何十回何百回も使い方を練習し、学科の授業で
は自分が理解するまで何回も何回も繰り返して勉強す
ることを決めました。
　そのときから、実技の授業で教えてくれた事以外、
自分で参考書を買ってノートにまとめたり、気が付い
たら、2年間授業で書いたノート以外に私が自分でま
とめたノートは 30冊もありました。
　毎日学校から帰ったあとは必ず 2時間以上は自分で予
習や復習をし、休日では、日中はバイトをし、バイト
から帰ってきても必ず勉強していました。この繰り返
しをしているうちに、実技でも周りに負けないぐらい
のスピードで出来るようになりました。このような結
果が出ると勉強したい気が湧いてきまして、いくら難
しい授業に対しても苦痛とは一回も思いませんでした。
　卒業試験では、学年で唯一私だけが学科と実技両方
とも満点を取ることができました。そして、2年間の
総合点数でも、学年トップを取り、日産自動車社長賞
を受賞しました。
　受賞したときは、本当に入学当初諦めないで頑張っ
てきて良かったと改めて感じました。卒業式は答辞を
読み、母と日本に来て良かったと涙で語り合いました。
　卒業後国家試験にも合格し、今では日産自動車の
ディーラーで整備士として働いています。日々覚える
事がいっぱいでとても大変ですが、毎日が凄く充実し
ています。
　これからの私の目標は、日産自動車社内資格を全て
一発で合格することです。また、車に関する様々な知
識や技術を覚え、腕の良い整備士になることです。
　このように、今の私があるのは、何よりも今まで
私の事をずっと心から支援してくださった「さぽうと
２１」の皆様や先生方のお陰だと心から思っています。
本当に感謝しています。これからは、日本の社会に貢
献できるように、一生懸命に働きたいと思っています。

難民定住者
の声 日本に来て良かった

吉田　源一（カンボジア）1998年12月国際救援センター退所
家族呼び寄せで来日　日産自動車ディーラー　整備士
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　母国のために役立ちたい、同胞を支援したいなど、
それぞれが持つ夢を実現するため、日本の大学で学ぶ
難民の方がいます。本欄では、努力の末に難民高等弁
務官事務所（UNHCR）（http://www.unhcr.or.jp/）の
難民高等教育プログラムの推薦を勝ち取り関西学院
大学に入学したミャンマー難民の方にインタビュー。
進学を志す後輩にアドバイスなどをお聞きしました。
＜日本語はどうやって勉強したのですか＞
　私は勉強していたミャンマーの大学が閉鎖された
のを機に 1996年に日本に入国し都内の料理店で約 10
年間働いて来ました。その間も積極的に政治活動に
参加し、ミャンマー民主化のための活動を続けてき
ました。
　2007年、難民事業本部の定住支援プログラム説明会
に参加し、RHQ支援センターに入所して日本語を勉
強することを希望しましたが、難民認定を受ける前
だったので入所は認められませんでした。その際に
難民事業本部の相談員から社会福祉法人さぽうと 21
を紹介され、毎週土曜日に日本語教室で勉強するよ
うになりました。　　　　
　2008年 6月に難民認定を受け、同年 10月から 2009
年 3月まで RHQ支援センターで日本語と日本の社会
制度や生活習慣等を勉強することができました。セ
ンター入所中に日本語能力検定試験 2級に合格し、セ
ンターでの勉強により読み書きの力がついたのを実
感しました。
＜大学入試にはどう臨みましたか＞
　同年、私は UNHCRの難民高等教育プログラムでの
大学入学を決意し受験しました。ミャンマーでの大
学閉鎖から 14年間勉強の機会がなかったので不安も
ありましたが、勉強の機会が与えられることを夢の
ように感じていました。
　しかし結果は不合格でした。本格的に勉強した期
間があまりにも短かったからでしょう。その後も私

の勉学に対する熱意は増すばかりで、翌 2009年にも
再度挑戦し関西学院大学商学部に合格することがで
きました。
　2010年 4月からいよいよ大学での勉強が始まりまし
た。同級生は私より 10歳以上も年下で、当初は学生
や教授達に私の難民としての立場や身分を話しても
理解してくれない方が多く残念なこともありました。
しかし黒板の漢字が読めずに困っていた時に助けて
くれた日本人もいました。やる気を失った時には、自
分に続く後輩の難民のことを考え頑張りました。
　私が受験した頃は、このプログラムは関西学院大
学と青山学院大学だけでしたが、その後明治大学も
加わり、関西学院大学も入学枠を増やしたと聞いて
います。難民たちが大学で勉強するチャンスが広がっ
たことは大変嬉しいです。
＜卒業後の進路を教えてください＞
　私は経営学を専攻していますが、それは母国に帰っ
た時に民族の役に立つと考えたからです。私の故郷の
チン州は山が多く平野が少ない地域で地下資源も少
ないため、チン民族の人々は野菜や果物を作って生活
しています。風土の良く似た日本の経営学は、チン
州で起業し、生活を豊かにするのに役立つことでしょ
う。将来故郷に帰り、日本で得た知識や経験を民族
の人々のために役立てたいと思っています。
　今年の夏、ユニクロのインターシップに応募し、同
じ難民の仲間とユニクロ本部及び店舗で実習する機
会を得ました。とても素晴らしい内容で是非多くの方
にも勧めたいと思いますし、もっといろいろな企業が
このようなプログラムに参加され、難民たちのため
に学ぶ機会を作ってくださるようお願いしたいです。
　私は夢のために、これからもあらゆる機会をとらえ
て勉強したいと考えています。後輩の皆さんも自分
達に与えられた機会を存分に活用してほしいと願っ
ています。

RHQ支援センター退所（第6期生）

筆者のランマンさん

難民定住者
の声

リア チン ラン マン（ミャンマー）

後輩に伝えたいこと
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＜ラオス難民との出会い＞
　平成元年、私が勤務している AIDAにソムさんが
就職してきました。その翌年にはブンタンさん翌々
年にはカムパンさんと続き、計 3人が就職しました。
3人はラオスからの難民で、当時神奈川県大和市内に
あった大和定住促進センターからの紹介であったと
聞いています。私は世話役として溶接部門の部署で
彼らと出会いました。外国人は初めてですし、また、
大和定住促進センターを出て家族で生活するための
就職ですが、当初は生活のための物品は何もなく、
社員に呼びかけ、彼等のために使える電気製品や家
具などを皆が持ち寄って、なんとか家族が生活でき
ることになりました。ソムさんの住まいには、当初
守衛室として使っていた会社の正門隣の２ DKの社宅
が無償で提供されました。他の 2家族はその後何か所
かに新築した社宅に入居しました。ソムさんも数年
後は新しい社宅に転居しました。
　さて私と彼等とのつきあいと言いますと、私にとっ
ては、新人又は後輩への指導と全く変わりありませ
んでした。まずは仕事を覚えることからです。仕事
は会話であろうと身振り手振りであろうと構いませ
ん。どんな方法でも伝わるし覚えることができるも
のです。もちろん通訳など最初からいませんでした
が、特別通訳が必要と思ったことはありませんでし
た。そして、その後も通訳がいなくて何か困ったと
いうこともありませんでした。
　皆本当によく仕事を覚えました。3か月の予定だっ
た指導でしたが、2か月目には彼等はすっかり仕事を
こなせるようになりました。
　私は彼等の難民としての立場についての情報は全
く持ち合わせていませんでしたが、彼等はここを出
たら行くところがない、ということくらいは分かっ
ていました。だから「ああ、この会社に入ってよかっ
た、日本に来てよかった」と思ってくれるようにつ
き合いたいとだけ考えていました。要するに指導と
いうのは彼等に問題があるというより、指導側の姿
勢ひとつで彼等が仕事に熱意が持てるようになるか
どうかだと思っています。

＜プロの技術者に＞
　とにかくソムさんに続いてブンタンさん、カンパ
ンさんと次々入社した彼等は溶接の仕事にひたむき
に努力を続けました。5年以上が経過した頃、彼等が

プロとして誇りを持てるようにと、それぞれの能力
に応じて時期を見計らいながら、資格や免許の取得
を目指すように勧めました
　資格や免許と言っても講習だけで取れるものや実
務試験が必要なものなどいろいろです。
溶接技術者としての試験は大変だったと思います。
タイ語の過去問題集を取り寄せましたが、それに対
応する日本語がわからないと意味が理解できないた
め、タイ語から日本語に翻訳して、試験に備えるた
め昼休みは連日特訓しました。
　彼等は全員クレーンや溶接技術者試験等、勧めた
ものはマスターし試験も全て合格できました。彼等
がアジア福祉教育財団から日頃の努力に対して模範
難民定住者として「日本定住難民とのつどい」で表彰
されて、賞状を見せてくれた時、この会社に入って
よかったと彼等が感じてくれていることが実感でき
ました。

＜私生活でのつきあい＞
　私どもの会社には福利厚生施設が数か所あり、社
員とその家族は、実費の食事代と市価の飲料代で旅
行気分を味わうことが出来ます。休暇を社員の家族
と共に過ごすことがしょっちゅうありました。山中
湖畔の保養所から皆を富士登山に誘ったこともあり
ました。男性は頂上登山成功、妻たちは 8.5合目まで
の登山、しかしこの時だけは空気が薄くなり皆身体
が相当きつかったと見え、私は猛烈なブーイングを
浴びました。しかし私は懲りず、日本にいるのだか
らこれくらい経験しろよ！とスキーにも連れ出した
りして休日を過ごしました。
　3家族共それぞれ時期は違いましたが既にマイホー
ムを購入しました。この購入の時期も私は強くアド
バイスをしてきました。頭金を購入総額の 3分の 1準
備してからでならなければだめだ、また、自分の収
入に見合った物件が出た時に買え、と。
　現在私は定年退職し、今は相談役としてまだ彼等
を見守っています。彼等も子供たちが結婚する時期
も来て、日本人とのそうした場での礼儀やもてなし
なども身に付け、次第に生活は安定してきています。
今は恒例の 3家族総出（孫まで）の我が家での新年会
の人数がどこまでも増えていくことが、自分の孫の
来宅のように楽しみです。

支援者
の声

AIDA（アイダエンジニアリング株式会社）　松本　富男

左からソムさん、筆者の松本さん、ブンタ
ンさん、カンパンさん

難民支援事業
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支援者の声

　NGOベトナム in KOBEは 900人ほどのベトナム人

が住んでいる神戸市長田区に活動拠点を置き、2011

年 7月で開設 10周年を迎えた団体です。活動内容は

在日ベトナム人の自立支援とベトナムへの理解を深

める活動の 2つです。

　支援活動の中には生活相談事業があります。世

代・在留資格の違い、また相談してくる時期によっ

て内容がかなり異なりますが、どの世代もそれなり

の悩みや課題を抱えています。相談事業では課題に

応じて支援してきましたが、振り返ると課題の表面

しか触れてこなかったのではないかと反省していま

す。問題を解決するまでに至らない要因は知恵・経

済・力・忍耐不足などです。未熟で任意団体の NGO

ベトナム in KOBEには解決力がまだ備わってないの

です。

　しかし、発足して間もない時から NGOベトナム

in KOBEが頑張り続けたことは、兵庫県や神戸市、

並びに長田区と関わり、在日ベトナム人住民の代表

として、会議で行政のあり方や制度の改善に対して

提言を行ってきたことです。元々神戸市は早くから

外国人に開かれた街でしたが、自治体が私たちの声

に耳を傾けてくれたおかげで、今もなお外国人住民

が住みやすい町として変化し続けています。その証

拠に、阪神・淡路大震災発生時の神戸市のベトナム

人の登録数は 750人でしたが、年ごとに増加し今は

1,500人にも増え、これからもまだ増えていくこと

でしょう。

　NGOベトナム in KOBEはこれからも微力ながら

ベトナム人のために頑張りたいと思います。しかし、

ひとつの力だけでは社会を変えられません。みんな

で力を合わせれば、住みやすい社会に変えられる日

がきっと来ると思いますので、それぞれの力、それ

ぞれの地域で出来る範囲で一緒に頑張っていきま

しょう。

ベトナム人高齢者の食事会

母語（ベトナム語）教室

支援者
の声 お互い住みやすい社会を目指す

NGO ベトナム in KOBE 代表　HA THI THANH NGA（ハ ティ タン ガ）
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難民支援事業
支援者
の声 国際教室の子ども達と共に

国際教室支援員　志賀　ツヤ子

　私はインドシナ難民の受け入れ先である大和定住促
進センター・国際救援センターに勤務し日本定住の為
の難民相談員をしておりました。
　平成 16年 3月 31日に退職をしましたが難民の方々と
出会い、普通の生活では味わえない喜びと悲しみ・感
動と異文化体験とさせていただきました。退職後の 5
月 15日から横浜市立上飯田中学校の国際教室支援員と
して日本来日後の外国籍の生徒の日本語や日本文化を
教えています。
　此処で横浜市立上飯田中学校の紹介をさせていただ
きます。
　横浜市の西郊に位置し西側には境川を挟んで大和市
と隣接しております。学校周辺は横浜市内でも珍しく
畑地が多くあり季節の野菜や果物が実り自然豊かな地
域で晴れて空気が澄んでいる日には驚くほど近くに大
きな富士山や大山・丹沢連山も望まれて学校環境とし
ては恵まれたところと言えるでしょう。
　神奈川県下で一番大きい県営いちょう団地や市営上
飯田住宅を校区にしており団地にはインドシナ難民や
中国残留帰国者とその他 19カ国の外国籍の方々が居住
しています。いちょう団地周辺にはベトナムやカンボ
ジアの食材店が 5店舗にベトナムレストラン 2店舗と
日本語が話せなくても生活が出来ると言う地域は心豊
かに生きられる学区内でもあります。
　当校の全校生徒数は 328名で外国籍生徒は 80数名で
すが毎年増えて行きます。生徒はインドシナ難民二世
の子どもや中国帰国者の子ども達また、海外からはイ
ンターネットで検索しアジアの子どもがたくさんいる
と進んで転校してきた子とこの様な状況から学校全体
が国際性を育む環境をたくさん持っております。
　此処数年は毎年ベトナムから 9月になると数人の中
学生が転入してきます。父兄や転入生のサポートをし
制服や体操着関係の購入先や就学援助金の記載方法を
教えて混乱が無いようにと対応を進めて行きます。
　転入生で 1年生はまだ勉強期間が 2年あり良いので
すが 3年生になると大変です。全ての外国籍の子は高
校進路を目指しますので受験の準備を進めて行かなく
てはなりませんが問題は日本語が分からないと何も前
に進まない事です。
　国際教室担当の先生は専門が国語ですから指導方法
は素晴らしく誉めての成長です。また、国際教室には
ベトナム・中国籍の入国一年未満の生徒が 10名おりま
す。普通教室の先生方で授業の空いている先生方は国
際教室で一対一で向き合い個人授業をしています。先
生方の大きな愛情で日本語の上達は抜群です。
　私も今年来日したベトナムの生徒と向き合っていま
すが勘も良く非常に素直で向学心に燃え日本語も次々
と覚えてくれて教えがいがあるとはこの事でしょう
か。ベトナムでは高い教育を受けてきており英語や数
学は普通どおりに教室で授業を受け試験も上出来で

す。日本語の意味が分からない時には英単語で話すと
理解が出来る子も多いのです。
　子ども達は実力が有っても親子の意思疎通である言
葉の問題が起きて来ます。
　中学生という年齢的な事もあり親には話しても分か
らないからと始めから諦めて話さなくなったり学校の
お知らせも親の目には届かなかったりと生徒の心がし
おれて親も先生も苦労です。当校はこの問題に取り組
むために国際級室に通訳が配置されました。学校から
のお知らせは親の手元にわたり 3者面談もスムーズに
行われております。言語での勉強の手伝いもして頂け
ます。また、多くの外国籍の生徒には何時緊急的な事
が起こるとも限りません。各国 10名のボランテァ通訳
の方々を登録し立ち上げました。
　長年の難民センター勤務で問題は言葉と思ってきま
した。学校では言葉の問題解決に力を注いで来ました。
お陰さまで通訳さんには元難民（現日本国籍）の方で
ベトナム語や中国語もこなして２ヶ国を同時通訳し先
生方や父兄・生徒に言葉で心をつなげます。この学校
で良かったと難民の親や生徒は心が温かくなる瞬間で
もあります。生徒たちは言葉で力を貰ったのだからと
将来は通訳をめざす子が多いのも国際性が育んだ賜物
といえるでしょう。
　高校進路から外国籍の子ども達にさぽうと２１教育
支援金を進めています。現在は当校出身者 20名がお世
話になっています。東京大学院生・慶応大学・横浜市
立大学・上智大学・関東大学・東海大学・桜美林大学と
素晴らしい将来を見据えて頑張っている難民二世の生
徒達に拍手です。また、昨年からは大和市立病院の看
護師として就職し患者さんと向き合い元気の言葉や注
射を打っている姿は感動ですね。横浜市立保育所に保
育士として就職をした子。先日会った子はいすず自動
車の研究班に在籍し車の軽量と油の研究をしていると
話し将来は日本国籍を取得しベトナム転勤と素晴らし
い目標で自分自身も高め輝いていました。この紙面に
は書ききれないくらいに大勢の難民の二世の子ども達
が育っています。当校の外国籍の生徒には良いお手本
がたくさん有り将来を明るくしてくれます。
　難民という言葉のイメージから暗く受け入れられて
来ました。それから数十年経ちます。二世の子ども達
は日本社会で元気に立ち上がり高学歴を目指し活躍の
場を広げて行っています。日本社会で大きな力となり
財産となってきているのは誰もに認めて頂いておりま
す。日本で一番多くのインドシナ難民が住んでいる地
域で難民二世である中学生に誇りと希望を持たせ育成
に関わり成長した子どもたちに出会う喜びに感動と嬉
しさを感じる日々です。今後も上飯田中学校の先生方
や地域の方々と協力し「愛と感謝」を持って子ども達と
向き合い希望に満ちた生活をさせて上げたいと微力で
はありますが力を注いで行きたいと願っております。

横浜市立上飯田中学校
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支援者の声

【当社ご紹介】

　当社は 1980年設立。社員食堂、独身寮の管理運営

サービスからスタートし、2000年から介護サービス

を開始いたしました。現在、運営している介護施設

は関東・関西そして福岡で計 29か所になります。

　外国人雇用につきましては、ミャンマーの方を採

用する前から 4か国（「中国」「韓国」「フィリピン」「モ

ンゴル」）ご出身の方々が介護ヘルパー（以下「ヘル

パー」）に従事し、「外国の方々は日本人と同等、も

しくはそれ以上に熱心に勤務頂いている」との評価

がありました。

【経緯】

　そのような中、ご縁ありまして、外務省からご紹

介頂きました「財団法人アジア福祉教育財団　難民事

業本部（以下「RHQ」）」に訪問、ご相談したのが 2010

年 3月。既に RHQ支援センターで定住支援プログ

ラムを受講されている方々の就職受入れを検討し、

「ミャンマー人三姉妹」にご入社頂きました。

【即戦力としての研修】

　三姉妹各自の日本語レベルに大小課題はありまし

たが、「介護現場に早く慣れて頂くためにも、勤務し

ながらの専門知識の取得」を目的とし、入社と同時

に「ヘルパー 2級講座」を受講頂きました。

　日本人受講生の数倍の熱心さで履修頂き、週 2回の

受講を経て、4か月後に無事修了しました。ヘルパー

受講前には国際厚生事業団出版『介護の言葉と漢字ハ

ンドブック (英語版）』を贈呈し、英語からの介護用

語理解にも取り組んで頂きました。

【就労先施設での指導、OJT】

　介護サービスは「Teamでのサービス提供」が軸に

なっています。勤務先の Teamリーダーによる直接

指導は「気づいた時に即指導」を心掛けて運営されて

います。また、入社 1か月後等の節目節目では「本人

評価。上長評価」を専用紙に記入で実施、問題や今

後の解決視点を面接で直接共有化しています。これ

らの指導、OJTは日本人と同一の内容です。

【高齢者とのコミュニケーション】

　多くの方々は「介護現場で、外国人が高齢者とコ

ミュニケーションをとるのは難しいのでは」と思わ

れます。実際には、今の高齢者世代は「（外国の方々

がわざわざ介護施設での勤務）ご苦労様です」とい

うねぎらいの気持ちを持ち、そして「ミャンマー（旧

名ビルマ）には知人が行った」等出身国に関連した

昔話を共有することで、「日本語のレベル云々はあま

り問題にならず、良いコミュニケーションが取れて

いる」ことが分かっております。「日本人ヘルパー」

よりも会話が弾む例も多数あり、「高齢者に認められ

るヘルパー」に適していると認識しています。

【目標】

　当社は介護サービスを開始してようやく 11年目、

施設数も 30弱と中堅規模だからこそ「優秀で高齢者

に認められる外国人」の採用と育成ができ、今後も

増やしていく意向です。更に採用するだけでなく「施

設長等、役職者への登用」へとつなげていくことで、

より新しい介護サービス運営の構築にもつながると

確信しております。

―介護サービスに現場にて―

コミュニケア 24シニ
ア町内会 NARITA公
津の杜内の風景

支援者
の声 ミャンマー難民定住者を雇用して

株式会社リエイ  経営企画部長　田中　克幸
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　「人災と天災の違いはあれど家や家族など大切な

ものを失った苦しみや悲しみは我々難民も一緒で

す。私たちが日本に受け入れられたことの恩返し

が、今回の支援で果たせました。」

　今年 3月の東日本大震災の直後から、関東地方

に住むベトナム難民定住者は、報道などで被災地

の悲惨な様子を知るにつけ、自分たちにできるこ

とがあるはず、と話し合ってきました。そして仲

間同士、お互いに連絡をとりながら、被災者への

支援を計画、準備を進めてきました。

　5月の連休中、神奈川県川崎市「とどろきアリー

ナ」で被災者 90名を受け入れていると聞き、すぐ

に約 40名のベトナム難民定住者が集まり、炊き出

しを行いました。ベトナム料理のフォー（米麺の

スープ）や揚げ春巻き、手羽先、ベトナム風おに

ぎりなどを約 200食分振る舞いました。また、こ

の炊き出しに参加できなかった他のベトナム難民

定住者から預かった、水や救援物資などを届けま

した。

　その後 6月には、バス 2台をチャーターし、関東

地方に住む約 60名のベトナム難民定住者が福島県

の被災地へ向かい、福島市のあずま運動公園で避

難生活を送る被災者にベトナム料理の炊き出しを

行いました。避難所での生活を強いられていた被

災者の方に大変喜んで食べていただいたそうです。

　8月には、宮城県石巻市内の中学校 2箇所で計

400名分のベトナム料理の炊き出しを行い、避難し

ている方々に届けました。炊き出しの後はこの大

震災で亡くなられた犠牲者の方々の法要を行いま

した。10月には、地域のイベントでベトナム料理

店を出店し、売り上げをボランティア活動の資金

にすることにしました。今後は、支援の輪を大き

く広げ、炊き出しのほか片づけ作業なども計画し

ていきたいそうです。

避難所での炊き出しの様子
（福島県福島市）

中学校校庭で犠牲者法要を
行う（宮城県石巻市）

イベントの売上
げを使ってボラ
ンティア活動を
続ける（神奈川
県大和市）

難民定住者による震災被災地での
ボランティア活動
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【難民定住者が経営するレストラン】

ミャンマーレストラン

＜ JADE ＞
カンボジア料理店

＜アンコールワット＞
　在日ミャンマー人が多く住む街新宿。なかでも高
田馬場には、数多くのミャンマーレストランやミャ
ンマー雑貨店が集まっています。その中でも、各線
高田馬場駅から徒歩 4分に位置する在日ミャンマー人
の舌を満足させる店 JADE（翡翠）をご紹介します。
　このお店は在日ミャンマー人達の憩いの場となっ
ており、ほとんどの料理が 499円と手頃な値段ですが、
味は本場ヤンゴンの有名店と比べても遜色のない本
場の味に仕上がっています。
　その中でも店長のニーニールィンさん（2004年来
日、RHQ支援センター第 9期生）のオススメ料理は①
ラペットォ（発酵させたお茶の葉とゴマや揚げニンニ
ク、干しエビの和えもので、ミャンマーを代表する
お茶受け）②ガージョーナッ（揚げ魚のピリ辛煮つけ）
③チェーオー（あっさり味の汁麺）④セイッターヒン

（ヤギカレー）。
　ニーニールィンさんは、日本で生活しているミャ
ンマー人に安くて美味しいお国の味を食べてもらい、
元気になってほしいとの想いから、このお店を始めた
そうです。2010年にセンターで日本語を学んでいた時
は、昼間は勉強、夜はお店で働き、体はヘトヘトになっ
たけれども毎日充実した日々を送れたそうです。そん
な努力家で朗らかで人懐っこい性格のニーニールィ
ンさんのお店は、今日も在日ミャンマー人のお客さ
ん達で賑わっています。

〒 151-0053
東京都渋谷区代々木 1-38-13 住研ビル 1階
TEL：03-3370-3019
FAX：03-5352-0642
営業時間：ランチ　　11:00～ 14:00
　　　　   ディナー　17:00～ 23:00
定休日：なし

〒 171-0033
東京都豊島区高田 3-29-7 
第 2きょうやビル B1F
TEL：03-3984-4944
営業時間：夕方 5時～翌朝 5時
定休日：なし

店長のニーニールィンさん

JADEオススメ料理

　JR代々木駅から徒歩 3分のアンコールワット、創
業 29年になるこのお店の店内は、カンボジアの世界
遺産のアンコールワットの写真で美しく演出されて
います。
　オーナーのゴーミントンさん（1981年来日。大和定
住促進センター第 10期生）が「どれもお勧めだけど特
に人気のある品」と言って用意してくださったのは、
①スパイシーチキンサラダ②生春巻き③かに爪と春
雨の火鍋焼き④空心菜炒め
　ゴーミントンさんによれば、この店を開店した 29
年前は、カンボジア料理は知名度がなく、お客はゼロ。
客がリピーターになってくれなければ店は繁盛しな
い、そこでお客さんと話すことにしました。辛さはど
うですか、味付けが濃くないですか、と具体的に聞い
てみたところ、本来のカンボジア料理の辛さ、濃さは
日本人には向かないと悟ったのです。そこで控えめ、
控えめを心がけていくうち、次第にお客さんが増え
てきたのです。
　当年とって 75歳のゴーミントンさん。息子さんと
娘さんたちに店を手伝ってもらいながら、今でもお
店で働くことが大好きな明るい店主さんです。

店主のゴーミントンさん
（右から 2番目）とその家族

アンコールワットの
オススメ料理
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